PC98-NX シリ-ズ |\IEO 

Mate/Mate J 

はじめにお読みください 

タイプ ME 、 タイプ M A 
タイプ MC (コンパクトタワー型） 

(Windows Vista ® Business インストールモデル） 

(Windows Vista ® Home Basic インストールモデル） 

( Windows ® XP Professional インストールサービス） 


お買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

梱包箱を開けたら、まず本書の手順通りに操作してください。 

本書では、特にことわりのない場合、 

• Windows Vista® Business with Service Pack 1(SP1 )、 および Windows Vista® 
Home Basic with Service Pack 1(SP1) を総称して、 Windows Vista と表記します。 

• Microsoft® Windows® XP Professional operating system 日本語版 Service 
Pack 3 を Windows XP と表記します。 

なお本書に記載のイラストはモデルにより多少異なります。 

[T] Windows XP Professional インストールサービスについて … .2 

Windows XP Professional インス I -- ルサービスについて説明しています 0 

[21 型番を控える . 3 

本製品の型番を控えます。 

[3] 添付品の確認 . 12 

不足しているものや、破損しているものがないかを最初に確認します。 

[4] 設置場所の決定 . 16 

設置する場所を決めます。 

[5] 添付品の接続 . 18 

使い始めるのに必要な機器を接続します。接続する前には、必ず添付の『安全 
にお使いいただくために』をお読みください。 

[6 ) Windows のセットアップ . 46 

初めて電源を入れるときには、 Windows をセツトアツプします。 

[71 ぉ客様登録 . 60 

お客様の登録をします。 

[81 マニュアルの使用方法 . 60 

添付されているマニュアルの使い方について説明しています。 

[9] 使用する環境の設定と上手な使い方 . 63 

使用する環境や運用、管理する上で便利な機能を設定します。 

1101 付録機能一覧 . 69 

仕様を一覧表にまとめています。 

[〇]導入時の留意事項 . 87 


操作の流れ 

▼ 

▼ 

▼ 
















Windows XP Professional 

インストールサービスについて 


ライセンスについて 


Windows XP Professional インストールサービスをご利用になる前には、必ず 
添付の『マイクロソフトソフトウェアライセンス条項』をお読みください。 

Windows XP Professional インストールサービスには、添付の『マイクロソフト 
ソフトウェアライセンス条項』をお読みになったお客様からのご依頼により、 
弊社がお客様の代わりに Windows Vista Business のライセンス条項に付帯する 
ダウングレード権を行使して Windows XP Professional をプリインストールし 
ております。 


Windows Vista Business を利用する場合 


Windows XP ProfessionaM ンストールサービスで Windows Vista Business をご 
利用いただくためには、ご購入時にセレクションメニューで選択、または「メディ 
アオーダーセンター」で購入した Windows Vista Business 再セットアップ用媒体 
を使用し、再インストールする必要があります。 

詳しくは『活用ガイド再セットァップ編』をご覧ください。 


Windows XP Professional インストール サービス について 





a 型番を控える 


型番を控える 


梱包箱の ステッカーに 記載されている スマートセレ クション型番 （15 桁の型番 
です）、または フリーセレ クシヨン型番 （フレーム 型番とコン フイ グオプシヨン型 
番）を、このマニュアルに控えておきます。型番は添付品の確認や、再 セッ トアッ 
プをするときに必要になりますので、必ず控えておくようにしてください。 


フリーセレクション型番の場合は、型番を控えておかないと、梱包箱をなくした場合に 
再セットアッブに必要な情報が手元に残りません。 


1111111111111111111111111 ! 111111111[1111111 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXX 


( 荦穩： PC-MXXMKKXXXXXX ] ^liiiir 




左が 「スマートセレ クショ ン 型番」、右が 「フリーセレ クショ ン 型番」 のステッカー 
です。 

スマートセレ クション型番の ステッカーの 場合は、 「スマートセレ クション型番 
を控える」へ、 フリーセレ クション型番の ステッカーの 場合は、 P .7 「フリーセレ ク 
ション型番を控える」へ進んでください。 


スマートセレクション 型番を控える 


スマ ートセ レクション型番を控えます。控え終わったら、 P .12「3 添付品の確認」 
へ進んでください。 

1. スマートセレクション型番を次の枠に控える 


1111111111111111111111111111111111111 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXX 

L T !1 f . j _" l _ ス TT —トセレクぐ/，、型采 



型番を控える WM 

































〇 ❷❺❹❻〇❼〇〇 


PC-M 


□の意味は次の通りです。 


〇モデルの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

モデル 


Y 

Mate 


J 

Mate J 


❷ CPU のクロック周波数の種類を表しています。 


y 

型番 

クロック周波数 


18 

1.80 GHz 


26 

2.60 GHz 


29 

2.93 GHz 


30 

3 GHz 


❸ CPU の種類を表しています。 


y 

型番 

CPU 


A、R 

インテル® Core ™2 Duo プロセッサー 


L 

インテル® Pentium ® プロセッサー 


X 

インテル® Celeron ® プロセッサー 


❹本体の型の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

本体の型 


E 

タイプ ME 


A 

タイプ MA 


C 

タイプ MC (コンパクトタワー型） 


❺ディスプレイの種類を表しています。 



型番 

ディスプレイ 


S 

17型 TFT - LCD ( SXGA ) ( LCD 73 VXM - V ) 


V 

19型ワイド TFT - LCD ( WXGA +) ( LCD 194 WXM - V ) 


Z 

なし 


型番を控える 



















































〇インストール os 、 選択アプリケーションの種類を表しています。 



型番 

インストール 0S 

選択アプリケーション 


D 

Windows Vista Business 

Office Professional 2007 


B 

Office Personal 2007 with 
PowerPoint 2007 


A 

Office Personal 2007 


R 

なし 


4 

ベース OS:Windows Vista 
Business 

インストール OS:Windows 
XP Professional 

Office Professional 2007 


6 

Office Personal 2007 with 
PowerPoint 2007 


5 

Office Personal 2007 


7 

なし 


❼ FDD、DVD/CD ドライブ、キーボード&マウスの種類を表しています。 



型番 

FDD 

DVD/CD ドライブ 

キーホード&マウス 


8、H 

あり 

DVD-ROM 

PS/2 109キーボード 
& PS/2 マウス（ボール） 


1、D 

CD-R/RW with DVD-ROM 


5、7 

DVD スーパーマルチドライブ 


2、G 

なし 

DVD-ROM 


N、U、R 

CD-R/RW with DVD-ROM 


6、X、S 

DVD スーパーマルチドライブ 


〇通信機能、合計メモリ、グラフィックアクセラレータ、再セットアップ用媒体の 
種類を表しています。 



型番 

通信 

機能 

合計メモリ 

グラフイック 
アクセラレータ 

再セットアップ用 
媒体 


B 


2GB (2,048MB XI) 


再セットアップ用媒体 
添付(再セットアップ用 
バックアップイメージ 
の HDD 格納なし)、また 
は再セットアップ用媒 
体添付+再セットアッ 
プ用バックアップイ 
メージを HDD に格納 


2 


2GB (1,024MB X 2) 



9 


1GB (1.024MBX1) 



A 

LAN 

2GB (2,048MBXI) 

チップセットに 
内蔵 

再セットアップ用 
バックアップイメージ 
を HDD に格納 


1 


2GB (1,024MB X 2) 


X 


1GB (1,024MBXI) 



C 


2GB (2,048MBXI) 


再セットアップ用媒体 
(Windows Vista 
Business 用 
& Windows XP 
Professional 用)添付 


7 


2GB (1,024MB X 2) 



6 


1GB (1,024MBXI) 



型番を控える 





























































〇ハードディスクの容量、保証サービス、筐体アクセントカラー、 IME の種類を表 
しています。 



型番 

ハードディスク 
の容量 

保証 サービス 

筐体アクセント 
カラー 

IME 


S 

160GB 

なし 

ダークブルー 
またはな し 

なし 


C 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


D 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


T 

なし 

エレガント 

シルバー 


G 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


H 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


8 

80GB 

なし 

ダークブルー 
またはなし 


A 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


B 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


9 

なし 

エレガント 

シルバー 


E 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


F 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


Z 

160GB 

なし 

ダークブルー 
またはなし 

ATOK 2008 
for Windows 


X 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


Y 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


7 

なし 

エレガント 

シルバー 


5 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


6 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


W 

80GB 

なし 

ダークブルー 
またはな し 


U 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


V 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


4 

なし 

エレガント 

シルバー 


2 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


3 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


※上記の〇〜〇のすベての組み合わせが実現できているわけではありま 


せん。 

以上で「型番を控える」は完了です。 

P .12「3 添付品の確認」へ進んでください。 


型番を控える 





















































ン型番を控える 


フレーム 型番とコン フィ グオプション型番を控えます。控え終わったら、 p .12「3 
添付品の確認」へ進んでください。 

1. フレーム型番を次のチェック表にチェックする 



フレーム 型番 


〇 0^0 0^ 

□の意味は次の通りです。 


〇モデルの種類を表しています。 


ゾ 

型番 

モデル 


Y 

Mate 


J 

Mate J 


❷ CPU のクロック周波数の種類を表しています。 



型番 

クロック周波数 


18 

1.80GHz 


26 

2.60GHz 


28 

2.83GHz 


29 

2.93GHz 


30 

3GHz 


31 

3.16GHz 


33 

3.33GHz 


❸ CPU の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

CPU 


F 

インテル® Core™2 Quad プロセッサー 


A、R 

インテル® Core™2 Duo プロセッサー 


L 

インテル® Pentium® プロセッサー 


X 

インテル® Celeron® プロセッサー 


型番を控える 













































❹本体の型の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

本体の型 


E 

タイプ ME 


A 

タイプ MA 


C 

タイプ MC (コンパクトタワー型） 


❺インストール 0S の種類を表しています。 


ゾ 

型番 

インストール OS 


R 

Windows Vista Business 


3 

Windows Vista Home Basic 


7 

ベース OS:Windows Vista Business 
インストール OS:Windows XP Professional 


2. コンフイグオプシヨン型番を次のチェック表にチェックする 


111111 ■iiimai 

… M. !>••••■ ■ 

inUBIMt 
一 uonun 



コンフイグオプション型番 


次のコンフイグオプション（以降、 COP と略します)型番は、ご購入時に選択した 
ものがステッカーに記載されています。ご購入されたモデルによっては、選択で 
きな v 、 cop 型番があります。また、ステッカーに記載されて t ゝる cop 型番は順不 
同になっています。 

COP 型番に記載されている英数字の意味は次の通りです。 

OPC-D-KBDnn7, PC-E-KBED07 はキーボード、マウス、 USB メモリを表 
しています。 



型番 

キーボード、マウス、 USB メモリ 


EPS 

PS /2109 キーボード & PS /2 マウス 


EUS 

USB 109キーボード&光センサー USB マウス 


E 10 

テンキー付き PS /2 小型キーボード& PS /2 マウス 


EFP 

指紋センサ機能付き USB 小型キーボード& 

光センサー USB マウス 


EFU 

指紋センサ機能付き USB 小型キーボード& 

光センサー USB マウス + USB メモリ 


型番を控える 






































❺ PC-D-H[I[D[|7、PC-E-HCE[D7 はハードディスクの容量、 SecureRedirector 
を表しています。 


ゾ 

型番 

ハードディスクの容量 

SecureRedirector 


SE80、SC80、SA80 

80GB 

なし 


SE16、SC16、SA16 

160GB 


SE50、SA50 

500GB (省電カドライブ） 


DE80 

80GBX2 


DE16 

160GBX2 


DE50 

500GB (省電カドライブ ）X2 


RE80 

ミラーリング用 80GBX2 


RE16 

ミラーリング用 160GBX2 


RE50 

ミラーリング用 500GB 
(省電カドライブ ）X2 


CE80、CC80、CA80 

80GB 

あり 


❸ pc-D-Mnnnn7, pc - e - mciiddc ^ は合計メモリの容量を表しています。 


ゾ 

型番 

合計メモリの容量 


SC51 

DDR2SDRAM 

512MB (512MBX1) 


SC10、SC1H 

DDR2SDRAM 

1GB (1,024MBXI) 


DC20、DC2H 

DDR2SDRAM 

2GB (1,024MBX2) 


SC20 

DDR2SDRAM 

2GB (2,048MBXI) 


DC40 

DDR2SDRAM 

4GB (2.048MBX2) 


SE10、SA10、SA1H 

DDR3SDRAM 

1GB (1,024MBXI) 


DE20、DA20、DA2H 

DDR3SDRAM 

2GB (1,024MBX2) 


SE20 

DDR3SDRAM 

2GB (2,048MBXI) 


FA40 

DDR3SDRAM 

4GB (1,024MBX4) 


DE40 

DDR3SDRAM 

4GB (2,048MBX2) 


OPC-D-CVnnD7, PC-E-CV[007 は BD/DVD/CD ドライブ &FDD を表して 
います。 


ゾ 

型番 

BD/DVD/CD ドライブ &FDD 


ED2、CD1、CD3、AD1 

DVD-ROM 


ER2、CR1、CR3、CRH、 

AR1、ARH 

CD-R/RW with DVD-ROM 


CR2 

CD-R/RW with DVD-ROM & FDD 


EM2、CM1、CM3、CMH、 

AM1、AMH 

DVD スーパーマルチドライブ 


CM2 

DVD スーパーマルチドライブ &FDD 


EB2 

ブルーレイディスクドライブ （BD ライター) 


型番を控える 







































❺ PC-D-ACCOCl7、PC-E-ACO[D7 は筐体アクセントカラーを表しています。 


ゾ 

型番 

筐体アクセントカラー 


EBUABL 

ダークブルー 


EGR 

エレガントグリーン 


ESUASL 

エレガントシルバー 


ABR 

ダークブラウン 


〇次の型番はディスプレイの種類を表しています。 



型番 

ディスプレイ 


LCD52VM-V-D 、 LCD52VM-V-L 、 
LCD52VM-V-C 、 LCD52VM-V-RL 

15 型 TFT アナ ロ グ -LCD (XGA) 


LCD73VXM-V-D 、 LCD73VXM-V-L 、 
LCD73VXM-V-C 、 LCD73VXM-V-RL 

17 型 TFT-LCD(SXGA) 


LCD93VXM-V-D 、 LCD93VXM-V-L 、 
LCD93VXM-V-C 、 LCD93VXM-V-RL 

19 型 TFT-LCD(SXGA) 


LCD194WXM-V-D 、 LCD194WXM-V-L 、 
LCD194WXM-V-C 、 LCD194WXM-V-RL 

19 型ワイド TFT-LCD(WXGA+) 


LCDEA221WMEC-D' LCDEA221WMEC-L 、 
LCDEA221WMEC-C 、 LCDEA221WMEC-RL 

22 型高精細ワイド TFT-LCD(WSXGA+) 


注意ディスプレイの箱、保証書、銘板、添付のマニュアルには 「- D 」、「- L 」 または「-幻が 


書かれていませんが、同じ商品です。 


OPc-D-Apnnn7, pc - e - apc : ce 7 は選択アプリケーションの種類を表して 
います。 


ゾ 

型番 

選択アプリケーション 


EPR 

Office Professional 2007 


EPE 、 CPE 、 CHE 、 

APE、AHE 

Office Personal 2007 


EPP 、 CPP 、 CHP 、 

APP、AHP 

Office Personal 2007 with PowerPoint 2007 


OPC-D-2HE[D7、PC-E-2HEHD7 は増設ハードディスクオプションを表して 
います。 



型番 

増設ハードディスクオプション 


RA 

ミラーリング Serial ATA RAID 


SR 

Standby Rescue Multi 


〇 PC-D-GROdC]7、PC-E-GFOOCI7 はグラフィックアクセラレータを表して 
います。 


ゾ 

型番 

グラフィックアクセラレータ 


EGF'AGF 

NVIDIA® GeForce® GT 120 


EDV 

デジタルディスプレイ用コネクタボード （ DVI-D) 


注意タイプ ME の GeForce ® GT 120を選択した場合、インターフェイスが DVI - D のデ 
ジタル液晶ディスプレイと接続するには、別売の「専用コネクター DVI-D (メス） 
デジタルディスプレイケーブル3」 （ PC - MA - K 35) が必要です。 


m 型番を控える 

































❿ PC-D-SPOCD7、PC-E-SPC]lin7 は再セットアツプ用媒体を表しています。 


ゾ 

型番 

再セットアップ用媒体 


EVB 

再セットアップ用 DVD-ROM 

Windows Vista Business モデル用 


AVH 

再セットアップ用 DVD-ROM 

Windows Vista Home Basic モデル用 


EXSsCXS 

再セットアップ用 DVD-ROM 

Windows Vista Business 用 & 

再セットアップ用 DVD-ROM 

Windows XP Professional 用 


EXP、CXP 

再セットアップ用 DVD-ROM 

Windows XP Professional 用 


® PC-IU-SVEFE7 はセキュリティ機能を表しています。 


y 

型番 

セキュリティ機能 


D、E 

FeliCa ポート（外付け） 


©PC-D-EX0007、 または PC-E-EX[：Cn7 は保証サービスを表しています。 


ゾ 

型番 

保証サービス 


4HY 

標準保証拡張 G3 
[4 年間翌営業日出張修理] 


3HY 

標準保証拡張 G3 
[3 年間翌営業日出張修理] 


4DY 

動産総合保険付標準保証拡張 G3 
[4 年間引取修理専用] 


3DY 

動産総合保険付標準保証拡張 G3 
[3 年間引取修理専用] 


4HJ、4JJ 

標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[4 年間翌営業日出張修理] 


3HJ、3JJ 

標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[3 年間翌営業日出張修理] 


4DJ 

動産総合保険付標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[4 年間引取修理専用] 


3DJ 

動産総合保険付標準保証拡張 G3(J シリーズ用） 

[3 年間引取修理専用] 


© PC-D-FDIHFD7、 または PC-E-FDEIFD7 は FDD を表しています0 



型番 

FDD 


E、A 

FDD 


❿ PC-C]-SWEAT7 は IME を表しています。 



型番 

IME 


D、E 

ATOK 200 8 for Windows 


以上で「型番を控える」は完了です。 

次の「3添付品の確認」へ進んでください。 


型番を控える 

































a 添付品の確認 


添付品を確認する 


梱包箱を開けたら、まず添付品が揃っているかどうか、このチェックリストを見 
ながら確認してください。万一、添付品が足りな! ■ ゝ場合や破損していた場合は、す 
ぐにご購入元にご連絡ください。 


梱包箱には、このチェックリストに記載されていない注意書きの紙などが入っている場 
合がありますので、本機をご使用いただく前に必ずご一読ください。また、紛失しないよ 
う、保管には十分気を付けてください。 


〇箱の中身を確認する 

P .3 の1 または p .7 の1、 p .8 の2の 型番を参照すると、よりわかりやすくなります。 

□ 保証書(本体梱包箱に貼り付けられています） 

保証書は、ご購入元で所定事項をご記入の上、お受け取りになり、保管して 
ください。保証期間中に万一故障した場合は、保証書の記載内容に基づいて 
修理いたします。保証期間後の修理については、ご購入元、または当社指定 
のサービス窓口にご相談くださ V ゝ。修理によって機能が維持できる場合は、 
お客様のご要望により有償修理！ ■ ゝたします。 

□はじめにお読みください（このマニュアルです） 

□本体(ディスプレイやキーボードなどの周辺機器を含まない Mate、 または 
Mate J を指します) 

□キーボード □マウス 


添付品の確認 








□ソフトウェアのご使用条件（お客様へのお願い） 

(箱の中身を確認後必ずお読みください） 

□ソフトウェア使用条件適用一覧/添付ソフトウェアサボート窓口一覧 
(箱の中身を確認後必ずお読みください） 

□アプリケーシヨン CD-ROM / マニュアル CD-ROM 
□安全にお使いいただくために 
□活用ガイド再セットアップ編 
□保証規定&修理に関するご案内 


Windows XP Professional インストールサービスの場合添付 
□マイクロソフトソフトウェアライセンス条項 


グラフィックアクセラレータで GeForce® GT 120を選択した場合添付 


タイプ ME の場合添付 
□アナログケーブル (DualView 対応) 

タイプ MA の場合添付 
□アナログ変換ケーブル 



添付品の確認 




































再セットアップ用媒体を選択した場合添付 



ご購入いただいた 0 S の再セットアップ用 DVD - ROM が添付されて 
います 。 Windows XP をご購入された場合は、同時に Windows Vista 
Business 用もご購入いただけます。 

□再 セツ トアップ用 DVD-ROM 



BD/DVD/CD ドライブの種類で CD-R/RW with DVD-ROM、 

DVD スーパーマルチドライブ、 — 

またはブルーレイディスクドライブを選択した場合添付 

□ WinDVD for NEC CD-ROM / Roxio Creator LJB CD-ROM 


BD/DVD/CD ドライブの種類で DVD-ROM を選択した場合添付 



□ WinDVD for NEC CD-ROM 


BD/DVD/CD ドライブの種類でブルーレイディスクドライブを 




選択した場合添付 




□ Roxio BackOnTrack LE CD-ROM 







Standby Rescue Multi を選択した場合添付（タイプ ME のみ) 



□ Standby Rescue Multi v4 CD-ROM 

□ Standby Rescue Multi アクテイベーシヨンキー案内（アクテイペー 
シ ヨン キーの記載があります） 



-アプリケーションを選択した場合添付- 

□選択アプリケーション 

Microsoft® Office Personal 2007、 

Microsoft® Office Personal 2007 with Microsoft® Office PowerPoint® 2007、 
または Microsoft® Office Professional 2007 
□ 2007 Office system SP1 CD-ROM 

添付品は、選択アプリケーションに添付のマニュアルをご覧ください。 

( p .51- ❻、または p _10 2-❼で選択アプリケーションの種類がわかります） 


キーボード、マウスで指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを選択した場合添付 


マニュアル 


□指紋センサ（ライン型）ユーザーズガイド 
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キーボード、マウスで指紋センサ機能付き USB 小型キーボード +USB メモリを選択した場合添付 


□ USB メモ U 



□ SecureRedirector CD-ROM 

□ SecureRedirector モデルをお使いの方へ 

—— ATOK 2008 for Windows を選択した場合添付- 

□ ATOK 2008 for Windows CD-ROM 

□ J-Sheet ユーザー登録シート 

-保証サービスを選択した場合添付- 

□ 標準保証拡張 G3 または動産総合保険付標準保証拡張 G3 



❷ディスプレイがセットになったモデルの場合、ディスプレイの箱の中身につい 
ては、ディスプレイの箱の中のマニュアルで確認する 

( p .41- ❺または p .10 2-❽でディスプレイのあるなし、種類がわかります。） 

❺本体にある型番、製造番号と保証書の型番、製造番号が一致していることを確 
認する 


PC-MX XXX -XX 


万一違っているときは、すぐにご購入元に連絡してください。また保証書は大 
切に保管しておいてください。 

なお、フリーセレクション型番の場合は、フレーム型番のみが表示されています。 

以上で「添付品の確認」は完了です。 

次の「4設置場所の決定」へ進んでください。 


添付品の確認 


































4] 設置場所の決定 


設置場所を決める 


g 設置に適した場所 

設置に適した場所は次のような場所です。 

♦屋内 

♦温度1 0° C 〜 35° C 、湿度20%〜80% (ただし結露しないこと） 

♦平らで十分な強度があり、落下のおそれがない(机の上など） 

X 設置に適さない場所 

次のような場所には設置しないでください。本機(本体とディスプレイ、キー 
ボードなどを含んだ Mate 、 または Mate J を指します）の故障や破損の原因にな 
ります。 

♦磁気を発生するもの(扇風機、スピーカなど）や磁気を帯びているものの近く 
♦直射日光があたる場所 
♦暖房機の近く 
♦薬品や液体の近く 

♦腐食性ガス（オゾンガスなど）が発生する場所 

♦テレビ、ラジオ、コードレス電話、携帯電話、他のディスプレイなどの近く 
♦人通りが多くてぶつかる可能性がある場所 
♦ドアの開け閉めで、ドアが当たる場所 
♦ホコリが多い場所 

♦本体背面および側面にある通風孔がふさがる場所 
♦ディスプレイの通風孔がふさがる場所 
♦テレビ、ラジオなどと同じ AC コンセントを使う場所 


設置場所の決定 





設置場所が決まったら 


設置する場所が決まったら、本機の設置と添付品の接続を行うため、次の点を確 

認してください。 

• 本機は精密機器ですから、慎重に取り扱ってください。乱暴な取り扱いをする 
と、故障や破損の原因になります。 

• 本体およびディスプレイの接続部は、背面にまとまっています。いきなり壁際 
に本体およびディスプレイを置いてしまうと、うまく接続できません。机など 
の裏側に回って接続できるような場所を選んでください。 

• 通風孔をふさがないようにできるだけ周囲に 15 cm 以上のスペースを確保して 
ください。また、キーボードやマウスが余裕を持って操作できる場所も必要で 
す。 

-横置きで使用する場合は、ゴム足がある方を下にして設置してください。ま 
た、本体の上に約 20 kg までのディスプレイなどを置くことができます。 

なお、ディスプレイや書類などで、通風孔をふさがないでください。 

本機を移動するときは…… 


本機に接続している、すべてのケーブル、 コー ド（電源 コー ド、 アース 線など）を取 
り外してください。本機を持ち上げるときは、左右から手を入れて底面を持って 
ください。また、移動中に壁などにぶつけたりすると故障や破損の原因になりま 
すので、大切に取り扱ってください。 


以上で「設置場所の決定」は完了です。 

次の「5添付品の接続」へ進んでください。 


設置場所の決定 







a 添付品の接続 


接続するときの注意 


LAN ケーブル(別売）は接続しない 

LAN ケーブルは、本機を安全にネットワークに接続させるため、 Windows の 
セットアップ、ファイアウォールの設定を終了させてから接続するようにし 
てください。 

本機を接続するときは、コネクタの端子に触れない 

故障の原因になります。 


タイプ ME の場合 


1. スタビライザの取り付け 


本機には、本体を縦置きで使用する場合に、安定して設置するためのスタピライ 
ザという脚が添付されています。梱包箱から出したままの状態では、スタピライ 
ザは本体に取り付けられていません。縦置きで使用する場合は、転倒防止のため、 
必ず〇か❷のいずれかの方法でスタビライザを取り付けて設置してください。 
また、本体を横置きで使用することもできます。この場合、スタビライザをセット 
する必要はありません。 

横置きで使用する場合は、 P .20 「2.マウス、キーボードを接続する」へ進んでくだ 
さい。 

〇スタビライザを2つ取り付ける場合 

① 机の端などに本体を横置きにし、本体を安定させる 

この場合、机やテーブルなどを傷付けたりしないように、厚手の紙や布など 
を敷いておくことをおすすめします。 

② 片方のスタビライザを本体のツメと足に合わせ、スタビライザを矢印方向 
にストッパがロックされるまでスライドさせる 


スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしないよ 
うに注意してください。 


添付品の接続 






ツメ 


③もう一方のスタビライザも②と同じ方法で取り付ける 


❷スタビライザを1つ取り付ける場合 

次のように、本体の右側を壁などに付けて縦置きで使用する場合は、左側にス 
タビライザを1つ取り付けることで設置することができます。 


本体の左側に通風孔があるため、壁などでふさがないように設置してください。 


P.18 「❶スタビライザを2つ取り付ける場合」と同じ方法で、左側に1つ取り付 
ける 



1つのスタビライザのみをセットする場合は、転倒防止のため、必ず反対側の側面を壁 
などに付けて使用してください。 


添付品の接続 








































2. マウス、キーボードを接続する 

お使いのキーボードにより、〇〜❺のいずれかで接続してください。 

※本体背面に接続する場合、ケーブルストッパを利用すると、キーボードの盗難 
やケーブルの抜け防止に役立ちます。 

ケーブルストッパの使い方は、お使いの機種の『活用ガイドハードウエア 
編』の 「 PART 3 周辺機器の利用」の「ケーブルストッパ」をご覧ください。 

〇指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを接続する場合 

①添付のマウスをキーボード内側の USB コネクタ （*+*) に接続し、マウスの 
ケーブルをキーボードの溝に固定する 

■マウスをキーボード右側に引き出す場合 


ff 


指紋センサ機能付き USB 小型キーボードに USB メモリを接続する場合は、キーボード 
外側の強化 USB コネクタ （®) に接続してください。また、 USB メモリを抜き差しする 
際にマウスケーブルを圧迫しないようにご注意ください。 


■マウスをキーボード左側に引き出す場合 





②キ—ボ—ドを本体の USB コネクタに接続する 


• 指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを本体に接続する際は、二本のケーブルを確 
実に接続してください。 

• 指紋センサ機能付き USB 小型キーボードは、外部ハブを挟んで接続しないでください。 
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添付品の接続 





























❺ USB 109キーボードを接続する場合 

①添付のマウスをキーボードに接続する 


マウスは、本体の USB コネクタには接続しないでください。 



②キーボードを液晶ディスプレイ、または本体の USB コネクタに接続する 
■液晶ディスプレイに接続する場合 

ここではディスプレイ （LCD-EA221WMe-C) がセツトになった場合を 
例に説明します。 

液晶デイスプレイの側面、または背面にある U S B コネクタを使用して 
ください。 



添付品の接続 























































































■本体(背面）に接続する場合 



■本体(前面）に接続する場合 

USB ケーブルフックにキーボードのケーブルを引っ掛けてから、 USB 
コネクタに接続する 

« USB ケーブルフックを利用すると、 USB ケーブルの抜け防止に役立 
ちます。 


アクリルパネルや USB ケーブルフックは、誤ってキーホードのケーブルを強く引くと過 
度の力がかかり、破損する場合があります。 
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添付品の接続 















































































❺テンキー付き PS/2 小型キーボード、または PS/2 109キーボードを接続する 
場合（ここでは PS/2 109キーボードを例に説明します） 

添付のマウス（緑)、キーボード(紫）を、本体の同色のコネクタにそれぞれ接続 
する 



ディスプレイは、本体とセットになったモデルと別売のモデルがあり、接続方法 
が異なる場合があります。ディスプレイに添付のマニュアルを参照しながら接続 
してください（デジタル液晶ディスプレイは、 GeForce ® GT 120またはデジタル 
ディスプレイ用コネクタボードを選択した場合のみ接続できます)。 

お使いのディスプレイにより、❶または❷のいずれかの方法で接続してください。 


デュアルディスプレイ機能を使用する場合は、「アナログ液晶ディスプレイを接続する 
場合」をご覧になり、一台目のディスプレイを接続してください。二台目のディスプレイ 
は必ず Windows のセットアップを終了させてから「8マニュアルの使用方法」までの 
作業を行い、「9使用する環境の設定と上手な使い方」の「5.液晶ディスプレイを二台接 
続して使用する」をご覧になり、接続してください。 


添付品の接続 
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〇アナログ液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD - EA 221 WMe - C ) がセットになった場合を 
例に説明します。 

GeForce ® GT 120を選択した場合は、①〜⑤の順番に接続してください。 
GeForce ® GT 120を選択しない場合、③〜⑤の順番に接続してください。 

① ディスプレイの背面につながっているアナログ RGB ケーブルのコネクタ 
を、添付されているアナログケーブル (DualView 用 ） のコネクタに接続する 

アナログケーブル （ DualView 用）にある2つのコネクタの、1側から使用して 
ください。 

② アナログ RGB ケーブルのコネクタに付いているネジで、しっかりネジ止め 
する 

③ GeForce® GT 120を選択した場合は、アナログケーブル (DualView 用）の 
もう一方のコネクタを、アイコン（闷）とコネクタの形状を確認し、本体の 
GeForce® GT 120のコネクタに接続する 

GeForce® GT 120を選択しない場合は、ディスプレイの背面につながって 
いるアナログ RGB ケーブルのコネクタを、アイコン(〇)とコネクタの形状 
を確認し、本体のアナログ RGB コネクタに接続する 

④ アナログケーブル （DualView 用 ） 、またはアナログ RGB ケーブルのコネクタ 
に付いているネジで、しっかりネジ止めする 


⑤本体とアナログ液晶ディスプレイを USB ケーブル(ディスプレイに付属）で 
接続する 

液晶ディスプレイの USB ケーブルは、本体背面の USB コネクタに接続する 
ことをおすすめします。 
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添付品の接続 




■GeForce® GT 120 
を選択しない場合 

® 、 (t) 



©デジタル液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD - EA 221 WMe - C ) がセットになった場合を 
例に説明します。 

① ディスプレイの背面につながっている DVI ケーブルのコネクタを、アイコン 
(百])とコネクタの形状を確認し、本体の DVI-D コネクタに接続する 

② D VIケーブルのコネクタに付いているネジでしっかりネジ止めする 

③ 本体とデジタル液晶ディスプレイを USB ケーブル(ディスプレイに付属）で 
接続する 

液晶ディスプレイの USB ケーブルは、本体背面の USB コネクタに接続する 
ことをおすすめします。 


添付品の接続 
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①、 © © 





4. アース線、電源コードを接続する 

次の ページの イラストを見て アース 線、電源 コー ドを接続してください。 

〇ディスプレイの電源コードのプラグをサービスコンセント付き電源コードに 
差し込む 

ディスプレイによって接続方法が異なる場合があります。ディスプレイに添 
付の マニュアルを 参照しながら接続してください。 

©本体の電源コードを接続する 

① 本体にサービスコンセント付き電源コードを接続する 

② コンセントのアース端子にアース線を接続する 


—ス端子部分にはキャップが付いています。接続するときに取り外してください。 
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添付品の接続 






































































③サービスコンセント付き電源コードのもう一方のプラグを壁などのコンセ 
ントに差し込む 


一度電源が入り、数秒で電源が切れる場合がありますが、故障ではありません。 




以上で「添付品の接続」は完了です。 

p .46「6 Windows のセットアップ」へ進んでください 0 


添付品の接続 
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タイプ M A の場合 


1. スタビライザの取り付け 


本機には、本体を縦置きで使用する場合に、安定して設置するためのスタピライ 
ザという脚が添付されています。梱包箱から出したままの状態では、スタピライ 
ザは本体に取り付けられていません。縦置きで使用する場合は、転倒防止のため、 
必ず〇か❷のいずれかの方法でスタビライザを取り付けて設置してください。 
また、本体を横置きで使用することもできます。この場合、スタビライザをセット 
する必要はありません。 

横置きで使用する場合は、 P .29 「2.マウス、キーボードを接続する」へ進んでくだ 
さい。 

〇スタビライザを2つ取り付ける場合 

① 机の端などに本体を横置きにし、本体を安定させる 

この場合、机やテーブルなどを傷付けたりしないように、厚手の紙や布など 
を敷いておくことをおすすめします。 

② 片方のスタビライザを本体のツメと足に合わせ、スタビライザを矢印方向 
にストッパがロックされるまでスライドさせる 


スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしないよ 
うに注意してください。 



③もう一方のスタビライザも②と同じ方法で取り付ける 
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添付品の接続 

















❷スタビライザを 1 つ取り付ける場合 

次のように、本体の右側を壁などに付けて縦置きで使用する場合は、左側にス 
タビライザを1つ取り付けることで設置することができます。 


本体の左側に通風孔があるため、壁などでふさがないように設置してください。 


P .28 「〇スタビライザを2つ取り付ける場合」と同じ方法で、左側に1つ取り付 
ける 



1つのスタビライザのみをセットする場合は、転倒防止のため、必ず反対側の側面を壁 
などに付けて使用してください。 


2. マウス、キーボードを接続する 

お使いのキーボードにより、〇〜❺のいずれかで接続してください。 

※本体背面に接続する場合、ケーブルストッパを利用すると、キーボードの盗難 
やケーブルの抜け防止に役立ちます。 

ケーブルストッパの使い方は、お使いの機種の『活用ガイドハードウエア 
編』の 「 PART 4 周辺機器の利用」の「ケーブルストッパ」をご覧ください。 

〇指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを接続する場合 

①添付のマウスをキーボード内側の USB コネクタに接続し、マウスの 
ケーブルをキーボードの溝に固定する 

■マウスをキーボード右側に引き出す場合 




指紋センサ機能付き USB 小型キーボードに USB メモリを接続する場合は、キーボード 
外側の強化 USB コネクタ （_) に接続してください。また 、 USB メモリを抜き差しする 
際にマウスケーブルを圧迫しないようにご注意ください。 


添付品の接続 
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■マウスをキーボード左側に引き出す場合 





②キ—ボ—ドを本体の USB コネクタに接続する 


• 指紋センサ機能付き USB 小型キーボードを本体に接続する際は、二本のケーブルを確 
実に接続してください。 

• 指紋センサ機能付き USB 小型キーボードは、外部ハブを挟んで接続しないでください。 



❷ USB 109キーボードを接続する場合 
①添付のマウスをキーボードに接続する 


マウスは、本体の USB コネクタには接続しないでください。 



Mc ! il 酣品の接続 





































































②キーボードを液晶ディスプレイ、または本体の USB コネクタに接続する 
■液晶ディスプレイに接続する場合 

ここではディスプレイ （LCD-EA221WMe-C) がセツトになった場合を 
例に説明します。 

液晶デイスプレイの側面、または背面にある U S B コネクタを使用して 
ください。 




添付品の接続 
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■本体(前面）に接続する場合 



❺テンキー付き PS/2 小型キーボード、または PS/2 109キーボードを接続する場 
合（ここでは PS/2 109キーボードを例に説明します） 

添付のマウス（緑）、キーボード（紫）を、本体の同色のコネクタにそれぞれ接続 
する 
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添付品の接続 




































































3. ディスプレイを接続する 


ディスプレイは、本体とセットになったモデルと別売のモデルがあり、接続方法 
が異なる場合があります。ディスプレイに添付のマニュアルを参照しながら接続 
してください（デジタル液晶ディスプレイは、 GeForce ® GT 120またはデジタル 
ディスプレイ用コネクタボードを選択した場合のみ接続できます)。 

お使いのディスプレイにより、〇または❷のいずれかの方法で接続してください。 

〇アナログ液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD - EA 221 WMe - C ) がセットになった場合を 
例に説明します。 

GeForce ® GT 120を選択した場合は、①〜⑤の順番に接続してください。 
GeForce ® GT 120を選択しない場合、③〜⑤の順番に接続してください。 

① デイスプレイの背面につながっているアナログ RGB ケーブルのコネクタ 
を、添付されているアナログ変換ケーブルのコネクタに接続する 

② アナログ RGB ケーブルのコネクタに付いているネジで、しっかりネジ止め 
する 

③ GeForce® GT 120を選択した場合は、アナログ変換ケーブルのもう一方の 
コネクタを、アイコン（四）とコネクタの形状を確認し、本体の GeForce® 
GT 120のコネクタに接続する 

GeForce® GT 120を選択しない場合は、ディスプレイの背面につながって 
いるアナログ RGB ケーブルのコネクタを、アイコン（〇)とコネクタの形状 
を確認し、本体のアナログ RGB コネクタに接続する 


④ アナログ変換ケーブル、またはアナログ RGB ケーブルのコネクタに付いて 
いるネジで、しっかりネジ止めする 

⑤ 本体とアナログ液晶ディスプレイを USB ケーブル(ディスプレイに付属）で 
接続する 

液晶ディスプレイの USB ケーブルは、本体背面の USB コネクタに接続する 
ことをおすすめします。 


添付品の接続 
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■GeForce® GT 120 
を選択しない場合 

⑤ ③、④ 
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添付品の接続 



















































































©デジタル液晶ディスプレイを接続する場合 

ここでは、液晶ディスプレイ （ LCD - EA 221 WMe - C ) がセットになった場合を 
例に説明します。 

① ディスプレイの背面につながっている DVI ケーブルのコネクタを、アイコン 
(四）とコネクタの形状を確認し、本体の DVI-D コネクタに接続する 

② DVI ケーブルのコネクタに付いているネジでしっかりネジ止めする 

③ 本体とデジタル液晶ディスプレイを USB ケーブル(ディスプレイに付属）で 
接続する 

液晶ディスプレイの USB ケーブルは、本体背面の USB コネクタに接続する 
ことをおすすめします。 


①、 © (D 
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4. アース線、電源コードを接続する 

次の ページの イ ラス トのように アース 線、電源 コー ドを接続してください。 

〇ディスプレイの電源コードのプラグをサービスコンセント付き電源コードに 
差し込む 

ディスプレイによって接続方法が異なる場合があります。ディスプレイに添 
付の マニュアルを 参照しながら接続してください。 

©本体の電源コードを接続する 

① 本体にサービスコンセント付き電源コードを接続する 

② コンセントのアース端子にアース線を接続する 


アース端子部分にはキャップが付いています。接続するときに取り外してください。 


③サービスコンセント付き電源コードのもう一方のプラグを壁などのコンセ 
ントに差し込む 


一度電源が入り、数秒で電源が切れる場合がありますが、故障ではありません。 
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添付品の接続 









以上で「添付品の接続」は完了です。 

p .46「6 Windows のセットアップ」へ進んでください 0 


添付品の接続 


37 























































タイプ MC (コンパクトタワー型)の場合 


1. スタビライザの取り付け 


本機には、本体を縦置きで使用する場合に、安定して設置するためのスタピライ 
ザという脚が添付されています。梱包箱から出したままの状態では、スタピライ 
ザは本体に取り付けられていません。縦置きで使用する場合は、転倒防止のため、 
必ず〇か❷のいずれかの方法でスタビライザを取り付けて設置してください。 
また、本体を横置きで使用することもできます。この場合、スタビライザをセット 
する必要はありません。 

横置きで使用する場合は、 P .40 「2.マウス、キーボードを接続する」へ進んでくだ 
さい。 

〇スタビライザを2つ取り付ける場合 

① 机の端などに本体を横置きにし、本体を安定させる 

この場合、机やテーブルなどを傷付けたりしないように、厚手の紙や布など 
を敷いておくことをおすすめします。 

② 片方のスタビライザを本体のツメと足に合わせ、スタビライザを矢印方向 
にストッパがロックされるまでスライドさせる 


スタビライザを本体に取り付けるときは、指を挟んだり、ぶつけたり、切ったりしないよ 
うに注意してください。 
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添付品の接続 






ツメ 


③もう一方のスタビライザも②と同じ方法で取り付ける 


❷スタビライザを1つ取り付ける場合 

次のように、本体の右側を壁などに付けて縦置きで使用する場合は、左側にス 
タビライザを1つ取り付けることで設置することができます。 


本体の左側に通風孔があるため、壁などでふさがないように設置してください。 


P.38 「〇スタビライザを2つ取り付ける場合」と同じ方法で、左側に1つ取り付ける 



1つのスタビライザのみをセットする場合は、転倒防止のため、必ず反対側の側面を壁 
などに付けて使用してください。 


添付品の接続 
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2. マウス、キーボードを接続する 


お使いのキーボードにより、〇〜❷のいずれかで接続してください。 

※本体背面に接続する場合、ケーブルストッパを利用すると、キーボードの盗難 
やケーブルの抜け防止に役立ちます。 

ケーブルストッパの使い方は、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』 
の 「 PART 5 周辺機器の利用」の「ケーブルストッパ」をご覧ください。 

OUSB 109キーボードを接続する場合 
①添付のマウスをキーボードに接続する 


マウスは、本体の USB コネクタには接続しないでください。 



②キーボードを液晶ディスプレイ、または本体の USB コネクタに接続する 
■液晶ディスプレイに接続する場合 

ここではディスプレイ （LC D-EA221 WMe-C) がセットになつた場合を 
例に説明します。 

液晶デイスプレイの側面、または背面にある U S B コネクタを使用して 
ください。 



添付品の接続 
























































■本体(背面）に接続する場合 




添付品の接続 
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❷テンキー付き PS/2 小型キーボードまたは PS/2 109キーボードを接続する場 
合（ここでは PS/2 109キーボードを例に説明します） 

添付のマウス（緑）、キーボード（紫）を、本体の同色のコネクタにそれぞれ接続 
する 
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添付品の接続 








































3. ディスプレイを接続する 


ディスプレイは、本体とセットになったモデルと別売のモデルがあり、接続方法 
が異なる場合があります。ディスプレイに添付のマニュアルを参照しながら接続 
してください（デジタルディスプレイを接続することはできません）。 

ここでは、液晶デイスプレイ （ LCD - EA 221 WMe - C ) がセットになった場合を例に 
説明します。 

❶〜❸の順番に接続してください。 

〇ディスプレイの背面につながっているアナログ RGB ケーブルのコネクタを、 
アイコン(〇)とコネクタの形状を確認し本体のアナログ RGB コネクタに接続 
する 


❷アナログ RGB ケーブルのコネクタに付いているネジで、しっかりネジ止めする 


❺本体と液晶ディスプレイを USB ケーブル(ディスプレイに付属）で接続する 

液晶ディスプレイの USB ケーブルは、本体背面の USB コネクタに接続するこ 
とをおすすめします。 


❾ ❶❷ 



添付品の接続 
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4. アース線、電源コードを接続する 


次の ページの イ ラス トのように アース 線、電源 コー ドを接続してください。 

〇ディスプレイの電源コードのプラグをサービスコンセント付き電源コードに 
差し込む 

ディスプレイによって接続方法が異なる場合があります。ディスプレイに添 
付の マニュアルを 参照しながら接続してください。 

©本体の電源コードを接続する 

① 本体にサービスコンセント付き電源コードを接続する 

② コンセントのアース端子にアース線を接続する 


アース端子部分にはキャップが付いています。接続するときに取り外してください。 


③サービスコンセント付き電源コードのもう一方のプラグを壁などのコンセ 
ントに差し込む 


—度電源が入り、数秒で電源が切れる場合がありますが、故障ではありません。 
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添付品の接続 








以上で「添付品の接続」は完了です。 

次の「6 Windows のセットアップ」へ進んでください。 


添付品の接続 
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Windows のセツトアップ 


初めて本機の電源を入れるときは、 Windows セットァップの作業が必要です。 


Windows のセットアップの途中では絶対に電源を切らないでください。作業の途中で 
電源スイッチを操作したり電源コードを引き抜いたりすると、故障の原因になります。 


i ' y トアップをするときの注意 


• 周辺機器は接続しない 

この作業が終わるまでは、「5添付品の接続」で接続した機器以外の周辺機器 
(プリンタや増設メモリなど）の取り付けを絶対に行わないでください。これ 
らの周辺機器を本機と 一 緒にご購入された場合は、先に「6 Windows のセット 
アップ」から「9使用する環境の設定と上手な使い方」の作業を行った後、周 
辺機器に添付のマニュアルを読んで接続や取り付けを行ってください。 

• LAN ケーブル(別売）は接続しない 

LAN ケーブルは、本機を安全にネットワークに接続させるため、 Windows の 
セットアップ、ファイアウ オールの 設定を終了させてから接続するようにし 
てください。 

• システム設定を変更しない 

Windows のセットアップが終了するまでは システム 設定を変更しないでくだ 
さい。 システム 設定を変更すると、 Windows のセットアップが正常に終了しな 
い場合があります。 

• 途中で電源を切らない 

途中で画面が止まるように見えることがあっても、セットアッププログラム 
は動作していることがあります。故障ではありませんので、慌てずに手順通り 
操作してください。 

• セットアップ中は放置しない 

Windows のセットアップが終了し、いったん電源を切るまでセットアップ中で 
キー操作が必要な画面を含み、本機を長時間放置しないでください。 

障害が発生した場合や誤って電源スイッチを押してしまった場合は、 p .53 「セッ 
トアップ中のトラブル対策」をご覧ください。 


Windows のセットアップ 








r ットアップを始める前の準備 


Windows セットアップ中に本機を使う人の名前(ユーザー名）を入力する必要が 
あります。登録する名前を決めておいてください。 


電源を入れる 


必ず〇、❷の順番に従って、正しく電源を入れてください。 

〇ディスプレイの電源を入れる 

ディスプレイの電源スイッチの位置は、ディスプレイに添付の マニュアルを 
参照してください。 

チェック.ク- . 

液晶ディスプレイは、非常に高精度な技術で作られていますが、画面の一部に 
ドット抜け※（ごくわずかな黒い点や、常時点灯する赤、青、緑の点）が見える 
ことがあります。 

また、見る角度によっては、色むらや明るさのむらが見えることがあります。 
これらは、液晶ディスプレイの特性によるものであり、故障ではありません。 
交換 • 返品はお受けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。 

※：社団法人電子情報技術産業協会 (JEITA) のガイドラインに従い、ドット 
抜けの割合を「付録」の「仕様一覧」に記載しています。ガイドラインの詳細 
について は、以下の WEB サイトをご覧ください。 

「バソコン用液晶ディスプレイのドット抜けに関する定量的表記ガイドライン」 
http://it.jeita.or.jp/perinro/committee/pc/0503dot/index.html 
V_ J 


Windows のセットアップ 
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©本体の電源を入れる 

^〇(チェック•ク- 、 

タイプ ME の場合、工場出荷時の状態では、音量が最小になっていますので、内 
蔵スピーカボリュームで音量を調整してください。 

V_ J 


■タイプ ME の場合 ■タイプ MA の場合 




■タイプ MC (コンパクトタワー型）の 
場合 
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Windows のセットアップ 














































































r ットアップの作業手順 


以降は、お買い上げいただいたオペレーテイングシステムに従って、次の「1. 
Windows Vista のセットアップ」、または p . 51「2. Windows XP のセットアップ」に 
進んでください。 

1 .Windows Vista のセットアップ 

Windows Vista のセットアップを開始します。 


• これ以降は、セットアップの作業が完了するまでは、電源スイッチに絶対に手を触れ 
ないでください。セットアップが完了する前に電源を切ると、故障の原因になります。 
• 「ライセンス条項をお読みになってください」と表示されるまで時間がかかります。し 
ばらくお待ちください。 

• お使いのモニタによっては、セットアップ中に画面が一部黒く表示される箇所があり 
ますが、動作上問題ありません。 

• 手順 ③〜⑤ の設定方法についてはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


〇「ライセンス条項をお読みになってください」と表示されたら、内容を確認する 

▼をクリックすると、「ライセンス条項」の続きを読むことができます。 

©内容を確認後、「ライセンス条項に同意します」をチヱックし、「次へ」ボタンを 
クリック 

(同意しない場合セットアップは続行できません） 

❸「ユーザー名と画像の選択」と表示されたら、ユーザー名ゾスワードを入力 
し、さらにユーザーアカウントで使用する画像を選択し、「次へ」ボタンをク 
リック 


ユーザー名を入力しないと、次の操作に進むことはできません。 

また、ユーザー名を日本語にする場合、環境依存文字（日本語変換で一覧に「環境依存文 
字」と表示される文字）を使用するとアプリケーシヨンによっては正しく動作しない場合 
がありますので、半角英数字のみのユーザー名を作成することをおすすめします。 


❹「コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください」と表 
示されたら、コンピュータ名を入力し、デスクトップの背景を選択して、「次 
へ」ボタンをクリック 

❻ 「 Windows を自動的に保護するよう設定してください」と表示されたら、「推奨 
設定を使用します」、「重要な更新プログラムのみインストールします」、また 
は「後で確認します」のいずれかを選択する 


Windows のセットアップ 
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〇「ありがとうございます」と表示されたら、「開始」ボタンをクリック 

途中で何度か画面が変わり、デスクトップ画面が表示されるまでしばらくか 
かります。 

❼〇でパスワードを設定した場合は、パスワードを入力する 

〇 「 Windows の設定が完了しました。」と表示されたら、 「 OK 」 ボタンをクリック 

「Microsoft Office IME 2007を通常使う日本語入カ システムと して設定します 
か？」と表示される場合があります。表示された場合は「はい」をクリックして 
ください。 

0©(「スタート」ボタン）をクリック 

❿(「ロック」ボタン）の横にある0をクリックし、表示されたメニューか 
ら「シャットダウン」をクリック 

自動的に電源が切れます。 

©ディスプレイの電源を切る 


ファイルなどの破損により、セーフモードや前回正常起動時の構成を使用しても 
Windows が正常に起動しないときに備え、あらかじめ 「Windows Vista セットアップ 
ディスク」を作成することをおすすめします （ Windows が正常に起動しないシステムを 
「Windows Vista セットアップディスク」の機能により修復できる場合があります）。 
「Windows Vista セットアップディスク」の作成方法は、『活用ガイド再セットアップ 
編』を、その他のトラブルの予防については、『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブ 
ル解決 Q & A 」 の「トラブルの予防」をご覧ください。 


以上で 「Windows Vista のセットアップ」は完了です。 

本機を安全にネットワークに接続するために、セキュリティ環境の更新を行います。 
p.54「LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 
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2. Windows XP の セツト アップ 


Windows XP のセットアップを開始します。 


• これ以降は、セットアップの作業が完了するまでは、電源スイッチに絶対に手を触れ 
ないでください。セットアップが完了する前に電源を切ると、故障の原因になります。 
•「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されるまで時間がかかります。しばらく 
お待ちください。 

• お使いのモニタによっては、セットアップ中に画面が一部黒く表示される箇所があり 
ますが、動作上問題ありません。 

• 手順 ④〜⑦ の設定方法についてはネットワーク管理者にお問い合わせください。 


〇 「Microsoft Windows へようこそ」画面が表示されたら、「次へ」ボタンをク 
リ ック 

©「使用許諾契約」画面を確認する 

Vをクリックすると、「契約書」の続きを読むことができます。 

〇内容を確認後、「同意します」をクリックし、「次へ」ボタンをクリック 

(同意しない場合セットアップは続行できません） 

❹「コンピュータを保護してください」画面が表示されたら、「自動更新を有効に 
し、コンピュータの保護に役立てます」、または「後で設定します」のいずれか 
を選択し、「次へ」ボタンをクリック 

❺「コンピュータに名前を付けてください」画面が表示されたら、名前を入力し、 
「次へ」ボタンをクリック 

〇「管理者パスワードを設定してください」画面が表示されたら、管理者パス 
ワードを入力し、「次へ」ボタンをクリック 

❼「このコンピュータをドメインに参加させますか？」画面が表示された場合 
は、「いいえ」、または「はい」を選択し、「次へ」ボタンをクリック 

〇「インターネット接続を確認しています」画面が表示された場合は、「省略」ボ 
タンをク 1 ノック 

〇 「M icrosoft にユーザー登録する準備はできましたか？」画面が表示された場合 
は、「いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、「次へ」ボタンをクリック 

©「このコンピュータを使うユーザーを指定してください」画面が表示された 
ら、ユーザー名を入力し、「次へ」ボタンをクリック 
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ユーザー名を入力しないと、次の操作に進むことはできません。なお、ここで入力した 
「ユーザー1」の内容が、「システムのプロパティ」の「使用者」として登録されます。「使 
用者」はセットアップが完了した後には変更できません。変更するには再セットアッ 
プが必要です。 

また、ユーザー名を日本語にする場合、環境依存文字を使用するとアプリケーション 
によっては正しく動作しない場合がありますので、半角英数字のみのユーザー名を作 
成することをおすすめします。 


0「設定が完了しました」画面が表示されたら、「完了」ボタンをクリック 

途中で何度か画面が変わり、デスクトップ画面が表示されるまでしばらくか 
かります。 

❿ 「 Windows の設定が完了しました。」と表示されたら、 「 OK 」 ボタンをクリック 
©「スタート」ボタンをクリツクし、「終了オプシ ヨン」 をクリック 

©「電源を切る」ボタンをクリック 

自動的に電源が切れます。 

©ディスプレイの 電源を切る 


以上で 「Windows XP のセットアップ」は完了です。 

本機を安全にネットワークに接続するために、セキュリティ環境の更新を行いま 
す。 p .54「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 
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ットアップ中のトラブル対策 


◎電源スイッチを押しても電源が入らない 


• 電源コードの接続が不完全であることが考えられるので、一度電源コードを 
コンセントから抜き、本体と電源コードがしっかり接続されていることを確 
認してから、もう一度電源コードをコンセントに差し込む 

電源コードを接続し直しても電源が入らない場合は、本体の故障が考えられ 
ますので、ご購入元にご相談ください。 

◎セットアツプの途中で、誤つて電源を切ってしまった 


• 電源を入れて、表示される画面をチェックする 

CHKDSK が実行され、ハードデイスクに異常がないときは、 セッ トアップを続 
行することができます ( CHKDSK は実行されな! ■ ゝ場合もあります)。 

セットアップが正常に終了した後は問題なくお使いいただけます。 エラー 
メッ セージ （「Windows エラー 回復処理」画面など）が表示された場合は、 シス 
テムを起動するためのファイルに何らかの損傷を受けた可能性があります。 
この場合、 Windows は起動しません。 Windows を再セットアップするか、ご購入 
元にご相談ください。 

再セットアップに ついては、 『活用ガイド再セットアップ編』をご覧くださ 


◎セットアツプの途中でパソコンが反応しない、またはエラーメッセージが表示された 


パソコンが反応しなかったり、 エラー メッセージが表示された場合は、メッ 
セージを書き留めた後、本機の電源スイッチを4秒以上押して、強制的に終了 
する 

いったん電源を切った後で電源を入れ直す場合は、電源を切ってから5秒以 
上間隔をあけて電源を入れてください。また、電源コードを抜いたり、ブレー 
カーなどが落ちて電源が切れた場合は、電源コードを抜いた状態で90秒以上 
間隔をあけてから、再度電源コードを接続し、電源を入れてください。その後、 
上記の「電源を入れて、表示される画面をチェックする」をご覧ください。 


本機を安全にネットワークに接続するために、セキュリティ環境の更新を行います。 
次の 「 LAN ケーブルの接続」へ進んでください。 
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LAN ケーブルの接続 


1. 本機を安全にネットワークに接続するために 


コンピュータウイルスやセキュリティ上の脅威を避けるためには、お客様自身が 
本機のセキュリティを意識し、常に最新のセキュリティ環境に更新する必要があ 
ります。 

LAN ケーブル（別売）を使用して本機を安全にネットワークに接続させるため 
に、以下の対策を行うことを強く推奨します。 


稼働中の口ーカルエリアネットワークに接続する場合は、ネットワーク管理者の指示に 
従って LAN ケーブルなどの接続を行ってください。 


〇ファイアウォールの利用 

コンピュータウイルスの 中には、ネッ トワーク に接続しただけで感染してし 
まう例も確認されていますので、ファイアウオールを利用することを推奨し 
ます。 


本機にインストールされている 0 S では標準で 「 Windows ファイアウォール」機 
能が有効になっています。 

「 Windows フアイアウオール」について、詳しくは Windows の「ヘルプとサポー 
卜」をご覧ください。 


❷ Windows Update 、 または Microsoft Update 

最新かつ重要なセキュリティの更新情報が提供されています。ネットワー 
クに接続後、 Windows を最新の状態に保つために 、 Windows Update 、 または 
Microsoft Update を定期的に実施してください。 

Windows Update について、詳しくは Windows の「ヘルプとサポート」をご覧く 
ださい。 

• Windows Vista でユーザーアカウント名に全角文字が使用されている場合、 
Microsoft Update のインストールを行うと 「Microsoft Update をコンピュー 
夕にインストールできませんでした」と表示されることがあります。 

その場合は、管理者権限を持った半角英数字のみのューザーアカウント名 
を作成し 、 Microsoft Update のインストールを行ってください。 

詳しくは、マイクロソフトサポート技術情報-933528をご覧ください。 


_>マイク ロソフトのサポート技術情報について 

「Windows Vista で Microsoft Update をインストールすると “Microsoft 
Update をコンピュータにインストールできませんでした”というエ 
ラーが表示される」 

http :// support . microsott . com / kb /933528 /jp 
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• Windows XP をお使いの場合は 、 Microsoft Update について、詳しくはマイ 
クロソフトサポート技術情報-902296をご覧ください。 

[#1> マイクロソフトのサポート技術情報について 

「Microsoft Update を利用するには」 
http :// support.micr osoft . com / kb /902296/ ja / 


❸ウイルス対策アプリケーシヨンの利用 

本機にはウイルスを検査•駆除するアプリケーション（ウイルスバスター™ 
2009 ( 以降、ウイルスバスター））が添付されています。 

コンピュータウイルスから本機を守るために、ウイルスバスターをインス 
トールすることを推奨します。 

ウイルスバスターはインストールした環境のまま使用し続けた場合、十分な 
効果は得られません。日々発見される新種ウイルスに対応するためウイルス 
パターンファイルを最新の状態にする必要があります。 


ウイルスパターンファイルの無償提供期間はアップデート機能の有効化後、90日間 
です。引き続きお使いになる場合は、ウイルスバスターを購入する必要があります。 


ウイルスバスターについて、詳しくは『活用ガイドソフトウェア編』の「アプ 
リケーションの概要と削除/追加」の「ウイルスバスター」をご覧ください。 

• Windows Vista のセキュリティ機能 （ Windows セキュリティセンター）では、 
ファイアウォールの設定、自動更新、マルウヱア対策ソフトウヱアの設定、イ 
ンターネットセキュリティの設定、ユーザーアカウント制御の設定など、コン 
ピュータ上のセキュリティに関する重要事項の状態をチヱックすることがで 
きます。詳細は、 Windows の「ヘルプとサポート」をご覧ください。 

• Windows XP のセキュリティ機能 （ Windows セキュリティセンター）では、 
Windows ファイアウォール 、 Windows Update の自動更新、ウイルス対策アプ 
リケーションが有効になっているかどうかをリアルタイ厶で監査し、無効に 
なっている場合は画面に警告を表示します。 


LAN ケーブルを接続する場合は、次の「2. LAN ケーブル(別売）を接続する」へ進 
んでください。 
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2. LAN ケーブル(別売）を接続する 

必要に応じて次の接続を行ってください。 


稼働中の LAN に接続する場合は、ネットワーク管理者の指示に従って LAN ケーブルの接 
続を行ってください。 


タイプ ME の方はこのページを、タイプ MA の方は p .57 を、タイプ MC (コン パク 
トタワー型)の方は P .58 をご覧ください。 

■タイプ ME の場合 

LAN (ローカルエリアネットワーク）に接続するときは、 LAN ケーブル（別売）を 
使い、次の手順で接続します。 

〇本機の電源を切り、 LAN ケーブルのコネクタを本体のアイコン （&) に従って 
接続する 

❺ハブなどのネットワーク機器に、 LAN ケーブルのもう一方のコネクタを接続 
し、本機の電源を入れる 

« LAN の設定については、お使いの機種の『活用ガイドハードゥヱア編』の 
「 PART 1 本体の構成各部」の 「 LAN (ローカルエリアネットワーク）」をご覧 
ください。 


❶ 



以上で 「 LAN ケーブルの接続」は完了です。 

p .59「3. パターンファイルのアップデート」へ進んでください。 
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■タイプ MA の場合 


LAN (ローカルエリアネットワーク）に接続するときは、 LAN ケーブル（別売）を 
使い、次の手順で接続します。 

〇本機の電源を切り、 LAN ケーブルのコネクタを本体のアイコン（盖）に従って 
接続する 

❷ハブなどのネットワーク機器に、 LAN ケーブルのもう一方のコネクタを接続し、 
本機の電源を入れる 

※ LAN の設定については、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』の 
「 PART 1 本体の構成各部」の 「 LAN (ローカルエリアネットワーク）」をご覧 
ください。 


〇 



以上で 「 LAN ケーブルの接続」は完了です。 

p .59「3. パターンファイルの アッ プデート」へ進んでください。 
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■タイプ MC (コンパクトタワー型）の場合 

LAN (ローカルエリアネットワーク）に接続するときは、 LAN ケーブル（別売）を 
使い、次の手順で接続します。 

〇本機の電源を切り、 LAN ケーブルのコネクタを本体のアイコン（品)に従って 
接続する 

❺ハブやスイッチに、 LAN ケーブルのもう一方のコネクタを接続し、本機の電源 
を入れる 

« LAN の設定については、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』の 
「 PART 1 本体の構成各部」の 「 LAN (ローカルエリアネットワーク）」をご覧 
ください。 


〇 



以上で 「 LAN ケーブルの接続」は完了です。 
p .60「7 お客様登録」へ進んでください。 
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3. パターンファイルのアップデート 


Windows Vista の タイ プ ME ( RAID モデルを除く）、タイ プ MA では、 Windows 起動前 
に ウイルス バスターの ウイルス パターン ファイルを アップデー トできる Always 
ァップ デートエージ ェン トを使用することができます。 

Always アッ プデートエージェントは、 Windows 起動前にパターンファイルの アッ 
プデートを行うことができるため、従来と比べウイルス感染の危険性をより低減 
させることができます。 


Always アップデートエージエントは、購入後の Windows のセットアップ直後、あるい 
は再セットアップ用 DVD-ROM を使用した標準再セットアップ直後のみ追加すること 
ができます。 Always アップデートエージエントを使用する場合は、運用前 (Windows の 
セットアップ終了直後）に追加してください。 


Always アップデートエージヱントの追加/設定方法については、「アプリケーショ 
ン CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 の 「 ALWAYSUA 」 フォルダの 「 Readme . pdf 」 をご 
覧ください。 


以上で「パターンフアイルのアップデート」は完了です。 
次の「7お客様登録」へ進んでください。 
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7|お客様登録 


本製品のお客様登録は Internet Explorer の「お気に入り」メニューにある 「NEC 

ビジネス PC (お客様登録)」からインターネットによる登録を行ってください(登 

録料、会費は無料です)。 

0国 

■ Mate J をお使いの場合は、デスクトップにある 「 NEC ビジネス PC (お客様登 
録)」からでも、登録することができます。 

• Windows Vista では、 Microsoft 社へのお客様登録は、ウエルカムセンターの 
「 Windows のオンラインユーザー登録をします」で行うことができます。ウェ 
ルカムセンターは「コントロールパネル」の「システムとメンテナンス」にあ 
ります。 

• Windows XP では、 Microsoft 社へのユーザー登録は、「ユーザー登録ウィザード」 
で行うことができます。「スタート」ボタン-►「ファイル名を指定して実行」を選 
択し、「名前」に 「regwiz / r 」 と入力してください。ユーザー登録についての詳細 
は「ヘルプとサボート」をご覧ください。 

以上で「お客様登録」は完了です。 

次の「8マニュアルの使用方法」へ進んでください。 


マニュアルの使用方法 

本機に添付、または CD - ROM (「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」） 
に格納されているマニュアルを紹介します。目的にあわせてお読みください。 

また、マニュアル類はなくさないようにご注意ください。マニュアル類をなくし 
た場合は『活用ガイドソフトウエア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「その他」をご 
覧ください。 


マニュアルの使用方法 


※印のマニュアルは、 「 Mate/Mate J 電子マニュアル」として「アプリケーション 
CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 に入っています。「 Mate/Mate J 電子マニュア 
ル」の使用方法については、 P.62 「電子マニュアルの使用方法」をご覧ください。 
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•『安全にお使いいただくために』 

本機を安全にお使いいただくための情報を記載しています。使用する前に必 
ずお読みください。 

參『活用ガイド再セットアップ編』 

本機のシステムを再セットアップするときにお読みください。 

參『活用ガイドハードウエア編』※ 

本体の各部の名称と機能、内蔵機器の増設方法、システム設定 ( BIOS 設定）に 
ついて確認したいときにお読みください。 

• 『活用ガイドソフトウエア編』 《 

アプリケーションの概要と削除/追加、ハードディスクのメンテナンスをする 
とき、他の 0 S をセットアップする（利用できる 0 S はモデルによって異なりま 
す）とき、またはトラブルが起きたときにお読みください。 

•ディスプレイのユーザーズマニュアル 

液晶ディスプレイがセットになったモデルの場合は、ディスプレイに添付さ 
れています ( p .3「2 型番を控える」をご覧ください）。ディスプレイを利用する 
ときに、必ずお読みください。 

參選択アプリケーションのマニュアル 

Office Personal 2007 、 Office Personal 2007 with PowerPoint 2007、または Office 
Professional 2007を選択した場合、マニュアルが添付されています ( p .3 「2型番 
を控える」をご覧ください)。アプリケーションを利用するときにお読みくださ 


•『指紋センサ（ライン型） ユーザー ズガイド』 

モデルによって、『指紋センサ（ライン型）ユーザーズガイド』が添付されて 
います ( p .3「2 型番を控える」をご覧ください）。指紋センサを利用するときに 
お読みください。 

•『セキュリティチップユーティリティマニュアル』※ 

本機のセキュリティチップ機能について確認したいときにお読みください。 


參『保証規定&修理に関するご案内』 

パソコンに閨する相談窓口、保証期間と保証規定の詳細内容および Q & A 、 有償 
保守サービス、お客様登録方法、 NEC の「ビジネス PC 」 サイトについて知りた 
いときにお読みください。 

- Microsof 僩連製品の情報について- 

次の Web サイト （Microsoft Press ) では、一般ユーザー、ソフトウエア開発者、技術 
者、およびネットワーク管理者用に Microsoft 関連商品を活用するための書籍や 
トレーニングキットなどが紹介されています。 
http :// www . microsoft . com/j apan / info / press / 
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電子 マニュアルの 使用方法 


電子 マニュアルを 使用す る 場合は、次の手順で起動してご覧ください。 

❶ DVD - ROM ドライブ、 CD - R/RW with DVD ドライブ、 DVD スーパーマルチドライ 
ブ、またはブルーレイディスクドライブ(以降、 BD / DVD / CD ドライブ)に、本機に 
添付の「アプリケーシヨン CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 をセットする 

❺ く Windows Vista の場合〉 

「スタート」ボタンー►「コンピュータ」をクリック 

く Windows XP の場合〉 

「エクスプローラ」、または「マイコンピュータ」を開く 
❺ BD / DVD / CD ドライブのアイコンをダブルクリック 

❹ LmanualJ フォルダをダブルクリックし、 「 index 」 ファイルをダブルクリック 

「 Mate/Mate J 電子マニュアル」が表示されます。 


PDF 形式のマニユアル（ファイル）をご覧いただくときの補足事項 


あらかじめ、本機に Adobe Reader をインストールしておく必要があります。詳 
しくは『活用ガイドソフトウエア編』の「アプリケーションの概要と削除/追 
加」の 「 Adobe Reader 」 をご覧ください 0 

0 ® 

• 必要に応じて 「_ manual 」 フォルダをハードディスクにコピーしてご利用くだ 
さい。その際、フォルダ名•ファイル名などは変更しないでください。 

• Windows が起動しなくなったなどのトラブルが発生した場合は、電子マニュア 
ルをご覧になることができません。そのため、あらかじめ「トラブル解決 Q & A 」 
を印刷しておくと便利です。 

• NEC の「ビジネス PC 」 サイトでは、 NEC 製のマニュアルを電子マニュアル化 
し、ダウン ロー ドできるサービスを行っております。 

http :// www . nec . co . jp / bpc / 

ビジネス PC ユーザサポートの「サボート情報（ダウンロード）」-*ダウンロー 
ドの製品マニュアルの 「 PC 98- NX シリーズ電子マニュアルビューア」から電子 
マニュアルビューアをご覧ください。 

また 、 NEC PC マニュアル センターでは、 マニュアルの 販売を行っています。 
http :// pcm . nec - dp . co.jp 


以上で「マニユアルの使用方法」は完了です。 

次の「9使用する環境の設定と上手な使い方」へ進んでください。 
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0 使用する環境の設定と上手な使い方 

本機を使用する環境や運用•管理する上で便利な機能を設定します。機能の詳細や 
設定方法については、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』、『活用ガイ 
ドソフトウェア編』、および『活用ガイド再セットアップ編』をご覧ください。 

1. 最新の情報を読む 


補足説明 

補足説明には、本製品のご利用にあたって注意していただきたいことや、マ 
ニュアルには記載されていない最新の情報について説明していますので、削 
除しないでください。以下の方法でお読みください。 

•「 Mate/Mate J 電子マニュアル」を起動して「補足説明」をクリック 
• 「スタート」ボタン—「すべてのプログラム」-•■「補足説明」をクリック 

2. 再セットアップ用媒体の作成について 

Windows Vista モデルにはハードディスク内に再セットアップ用データを格納し 
ています。 

DVD スーパーマルチドライブまたはブルーレイディスクドライブを搭載したモ 
デルをお使いの方は、再セットアップ用データを市販の DVD - R 媒体に書き込み、 
「再セットアップ用 DVD - ROM 」 を作成することができます。 


再セットアップ用媒体の作成機能については、出荷時の製品構成でのみサポートしてお 
ります。 

再セットアップ用媒体を作成する場合は、必ず Service Pack の変更 、 Roxio Creator LJB 
のアップデート前、および Standby Rescue Multi (タイプ ME のみ）のインストール前に 
行ってください。 


ハードディスクの故障や再セットアップ用データを消去した場合、再セットアッ 
プ用データを使用した再セットアップができなくなります。このような場合に備 
え、再セットアップ用媒体を作成しておくことをおすすめします。 

再セットアップ用媒体の作成についての詳細は『活用ガイド再セットアップ 
編』をご覧ください。 

3. Windows Vista SP 1 について 

Windows Vista には 「Windows Vista ⑧ Service Pack 1( SP 1 )J (以下 、 Windows Vista 
SP 1) がインストールされています。 

本機では 、 Windows Vista SP 1 を削除することはできません。 
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4. Windows XP Service Pack について 


Windows XP には Service Pack 3 がイ ンス トールされています。 

お使いのモデルにより 、 Service Pack を削除することはできますが 、 Service 
Pack を削除した場合 、 Service Pack 、 および Windows XP 修正プログラムで修 
正されていた問題が発生する可能性があります。また 、 Service Pack 、 および 
Windows XP 修正プログラムで追加されていた機能が使用できなくなります 
ので 、 Service Pack の削除には十分ご注意ください。削除方法の詳細について 
は『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 
「「Service Pack 」 について」をご覧ください。 

5. 液晶ディスプレイを二台接続して使用する 


デュアルディスプレイ機能について 

タイプ ME で GeForce ® GT 120を選択した場合、アナログ液晶ディスプレイ 
を 二 台接続して使用することができます。電源が入っている場合は、電源を切 
り、「5添付品の接続」の「3.ディスプレイを接続する」の「❶アナログ液晶ディ 
スプレイを接続する場合」をご覧になり、一台目のディスプレイと同様の手順 
で、 二 台目のディスプレイを接続してください。デュアルディスプレイ機能の 
設定に ついては、 お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』の 「 PART 1 
本体の構成各部」の「ディスプレイ」の「デュアルディスプレイ機能を使う」を 
ご覧ください。 

6. 液晶ディスプレイの調整 


液晶ディスプレイの調整について 

文字がにじむときや縦じま状のノイズなどがあるときは、液晶ディスプレイ 
の調整が必要です。ディスプレイに添付のマニュアルをご覧になり、ディスプ 
レイを調整してください。 

■液晶デイスプレイ （ LCD 73 VXM - V 、 LCD 93 VXM - V 、 LCD 194 WXM - V 、 LCD - 
EA 221 WMe - C ) をデジタル液晶ディスプレイとして使用した場合 

画面の位置、サイズなどの調整は必要ありません。 

■アナログ液晶ディスプレイ ( LCD 52 VM - V ) 、または液晶ディスプレイ 
( LCD 73 VXM - V 、 LCD 93 VXM - V 、 LCD 194 WXM - V 、 LCD - EA 221 WMe - C ) を 
アナログ液晶ディスプレイとして使用した場合 

ディスプレイ本体のオートアジャスト機能で調整してください。詳しくは、 
ディスプレイに添付の マニュアルを ご覧ください。 
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7. 不正使用/盗難防止について 


スーパバイザ/ユーザパスワード、ハードディスクパスワード、筐体ロックなど 

本機には、本機の不正使用を防止する機能（スーパバイザ/ユーザパスワー 
ド）、ハードディスクが盗難にあってもデータの漏えいを防ぐ機能(ハード 
ディスクパスワード）、内蔵部品（メモリやハードディスク）の盗難を防止する 
ため、錠をかける機能(筐体ロック）があります。この他にも便利な機能があり 
ます。詳しくは、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』の 「 PART 1 
本体の構成各部」の「セキ ュ リティ機能/マネジメント機能」をご覧ください。 

8. データのバックアップの設定 


データのバックアップ方法については、『活用ガイドソフトウェア編』の「メン 
テナンスと管理」の「ハードディスクのメンテナンス」をご覧ください。 


〇 FlyFolder 

データファイルをオンラインストレージやファイルサーバ、外部記憶媒体な 
どに自動的にバックァップすることができます。 

FlyFolder は Windows Vista Business でのみ使用できます。詳しくは、 

「アプリケーション CD - ROM / マニュアル CD - ROM 」 の 「 FlyFolder ¥ manual 」 
フオルダの 「FlyFolder User's Manual . pdf 」 をご覧ください。 


❷ Intel ® Matrix Storage Console 

Intel ® Matrix Storage Console は、 RAID システムを管理するユーテイリテイ 
です。 RAID システムのすべての操作ステータスを監視できます。データの変 
更や保存の際に、搭載した2台のハードディスクにリアルタイ厶でデータの書 
き換えを実行し、データを二重化して保存します。万一1台目のハードディス 
クでディスククラッシュなどのハードウェア障害が発生しても、もう一方の 
ハードディスクで継続動作できます。 

なお、 Intel ® Matrix Storage Console は、 RAID モデルのみ使用できます。 

Intel ® Matrix Storage Console は、 p .10 2-〇の「増設ハードデ イス クオプシヨ 
ン」で「ミラーリング SerialATA RAID 」 を選択した場合のみ使用できます。詳 
しくは、お使いの機種の『活用ガイドハードウェア編』の 「 PART 1 本体の構 
成各部」の「ハードディ スク （ RAID モデルの場合)」、および 「 Mate/Mate J 電 
子マニュアル」の 「「 Intel ® Matrix Storage Console 」 について」をご覧ください。 

❺ Roxio BackOnTrack LE 

Roxio BackOnTrack LE は、 BD - R などの対応している媒体にシステムを含め 
たハードディスク全体をバックアップすることができます。万ーシステムが 
起動しなくなった場合も、比較的短時間でノゝ'ックアップ時の環境に復元し、シ 
ステ厶を復旧させることができます。 
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Roxio BackOnTrack LE は、タイプ ME の Windows Vista Business でブルー 
レイディスクドライブを選択した場合のみ使用できます。詳しくは、『活用ガ 
イドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」の 「Roxio 
BackOnTrack LE 」 をご覧ください。 


❹ Standby Rescue Multi 

2台のハードディスクを使用し、一方のハードディスクの内容を、もう一方の 
ハードディスクにバックアップできます。 

バックアップをとることにより、運用中のハードディスクに障害が起きたと 
きに、バックアップのハードディスクからシステムを起動し、バックアップし 
た時点の環境に戻すことができます。 

Standby Rescue Multi は、 p .10 2-〇の「増設 ハー ドデ イス クオプション」で 
「 Standby Rescue Multi 」 を選択した場合のみ添付されます。 

詳しくは、『活用ガイドソフトウェア編』の「アプリケーションの概要と削除 
/追加」の 「Standby Rescue Multi 」 をご覧ください。 

9. セキュリティの設定 


〇セキュリティチップユーティリティ 

セキュリティチップユーティリティでは、電子メールの保護機能や、ファイルと 
フォルダの暗号化 ( EFS ) 機能 、 Personal Secure Drive ( PSD ) 機能を利用できます。 
本体にハードウエア的に TPM (Trusted Platform Module ) と呼ばれるセキュリ 
ティチップを実装し、セキュリティチップ内で暗号化や暗号化の解除、鍵の生 
成をするため、強固なセキュリティ機能を持っています。 

また、セキュリティチップ上に暗号キーを持つため、ハードディスクを取り外 
して持ち出されてもデータを読みとられることはありません。 

詳しくは、 「 Mate/Mate J 電子マニュアル」の「セキュリティチップユーティリ 
ティマニュアル」をご覧ください。 

なお、セキュリティチップユーティリティは、タイプ ME 、 タイプ MA の Windows 
Vista Business モデル 、 Windows XP Professional モデルのみ使用できます。 


❷ NASCA(NEC Authentication Agent ) 

NASCA は、指紋、 FeliCa 対応カード、 USB メモリなど、複数の認証デバイスを 
使用した高度な個人認証機能を提供します。 

認証を受けていない第三者が本機を使用することを防止したり、 Web サイトへ 
のアクセス や アプリ ケー ションの 実行に必要な情報 (パスワ ードなど）を自動 
的に保存、入力することができます。 

保存された情報は、セキユリティチップと連携することによって、安全に管理 
されます。 

詳しくは、「アプリケーション CD - ROM / マニユアル CD - ROM 」 の 「 NASCA 」 
フオルダの 「NASCA User’s Guide . pdf 」 をご覧ください。 
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なお、 NASCA はタイプ ME 、 タイプ MA の Windows Vista Business モデル、 
Windows XP Professional モデルのみ使用できます。また、 NASCA を使用でき 
る認証デバイスは、セレクションメニューで選択したデバイスのみです。 

❺暗号化ファイルシステム （ EFS ) 

EFS (Encrypting File System ) は 、 Windows Vista Business、Windows XP 
Professional の標準フアイルシステムである NTFS が持つフアイルやフォルダ 
の暗号化機能です。暗号化を行ったユーザー以外、データ復号化が行えないた 
め、高いセキュリティ効果をもたらすことが可能です。 

また 、 Windows Vista Business、Windows XP では、「ハードディスク暗号化ユー 
ティリティ」を使用することにより、暗号化ファイルシステムを簡単に設定でき 
ます。 

詳しくは、『活用ガイドソフトウエア編』の「アプリケーションの概要と削除/ 
追加」の「ハードディスク暗号化ユーティリティ」をご覧ください。 

〇指紋認証機能 

指紋認証機能とはパスワードの入力の代わりに、指紋センサを使って指紋に 
よる認証を行うシステムです。 

この機能は、タイプ ME 、 タイプ MA の Windows Vista Business モデル 、 Windows 
XP Professional モデルで「指紋センサ機能付き USB 小型キーボード」を選択し 
た場合のみ使用でき、本機では NASCA と連携して、 Windows のセキュリティ 
を強化できます。 

詳しくは、『指紋センサ（ライン型）ユーザーズガイド』をご覧ください。 

❺ FeliCa 力ード認証機能 

NASCA と連携し、 FeliCa に対応したカードを利用して、 Windows ログオンや 
スクリーンセーバーのロック解除などを行うことができます。 

なお、 FeliCa カード認証機能*は、タイプ ME 、 タイプ MA の Windows Vista 
Business モデル 、 Windows XP Professional モデルで 「 FeliCa ポート（外付け）」 
を選択した場合のみ使用できます。 

詳しくは、 『 FeliCa ポートマニュアル』をご覧ください。 『 FeliCa ポートマ 
ニュアル』は 、 「FeliCa Secure Client / FeliCa ポート自己診断 CD - ROM 」 の 
「 f _ manual 」 の「 index . htm 」 をダブルクリックすると表示されます。 

* Edy 機能を搭載した FeliCa 力ードによる認証が可能。 
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〇ユーザー アカウント制御 

Windows Vista では、アプリケーションを起動したり、本機を操作している 
ときに「ユーザーアカウント制御」画面が表示されることがあります。 
「ユーザーアカウント制御」は、コンピュータウイルスなどの「悪意あるソ 
フトウヱア」によって、本機のシステムに影響を及ぼす可能性のある操作が 
行われるのを防ぐため、これらの操作がユーザーが意図して行った操作によ 
るものかを確認するためのものです。 

「ューザーアカウント制御」画面が表示された場合は、表示された内容をよ 
く確認し、操作を行ってください。 


「ユーザーアカウント制御」画面で管理者権限を持つユーザーのパスワード入力が求め 
られる場合があります。その場合は、画面の内容を確認し入力を行ってください。 


詳しくは「ヘルプとサボート」の「セキュリティとメンテナンス」の「ユーザー 
アカウント制御」をご覧ください。 


10. 上手な使い方 


〇トラブルを防止するために 

本機のトラブルを予防し、効率よくマネジメントするためには、電源の入れ方 
/切り方や、エラーチェックなどいくつかのボイントがあります。トラブルの 
予防については、『活用ガイドソフトウェア編』の「トラブル解決 Q & A 」 の「卜 
ラブルの予防」をご覧ください。 

©本機のお手入れ 

本機を安全かつ快適に使用するためには、電源コードやマウスなど定期的に 
お手入れすることをおすすめします。詳しくは、お使いの機種の『活用ガイド 
ハードウェア編』の 「 PART 9 付録」の「お手入れについて」をご覧ください。 
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付録機能一覧 



1.タイプ ME 


型名*1 

MY28F/E-7 

MJ28F/E-7 

MY33A/E-7 

MJ33A/E-7 

MY31A/E-7 

MJ31A/E-7 

CPU 




インテル® Core™2 

Quad プロセッサー 

Q 955 Os 

インテル® Core™2 Duo 
プ□セツサー E 8600 

インテル® Core™2 Duo 
プロセッサー E 8500 


クロック周波数 

2.83GHz 

3.33GHz 

3.16GHz 


キャッシュメモリ 

1次 

インストラクシヨン用 
32KBX4/ データ用 
32KBX4 

インストラクシヨン用 32KB X 2/データ用 32KB X 2 




2次 

6MBX2 

6MB 

システムパス 

1, 333MHz (メモリパス:1 .066MHz) 

チップセット 

インテル® Q45 Express チップセット 

セキュリティチップ 1112 

TPM v 1.2 準拠 

最大メモリ（メインメモリ） 

4GB [DIMM ス□ット X2] 

*28 


表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

インテル® GMA 4500(チップセットに内蔵） 



ビデオ RAM 

最大262〜1 ,422MB(Windows Vista® の場合)* 7 、 

最大 256MB (Windows® XP の場合） 


表示色(解像度) 51129 

最大1,677万色* 3 (1 ,680 X 1,050ドット <WSXGA+>* 4 * 9 ' 1 ,600X1 ,200 
ドットく UXGA〉* 4 ' 1，440 X 900ドットく WXGA+〉* 4 、 1 ,280X1 ,024ドット 
<SXGA>* 4 ' 1 ,024X768 ドット <XGA>' 800 X 600ドット <SVGA>) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1 92kHz/24 ビット* 44 、ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MIDI 再生機能)、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコーキャ 
ンセル* 36 、ビームフォーミング* 37 ) 



スピーカ/スピーカ 
定格出力 

アラームサウンド用モノラルスピーカ内蔵/ 1W* 5 



サウンドチップ 

RealTek 社製 ALC262 搭載 

通信機能 

LAN 

1000 BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T、Remote Power On 機能標準装 
偏、インテル® AMT5.0 対応 

インターフェイス 

USBCUSB2.0* 8 ) 

6 ( 本体前面X 2、本体背面X 4) 

[USB 接続キーボード選択時、1ポートをキーボードで占有済。指紋センサ機能付き 
USB 小型キーポード選択時、2ポートをキーポードで占有済] 



シリアル 

RS-232C D-sub9 ピン X 1 ' 最高11 5.2kbps 対応 



パラレル 

セント□ニクス準拠 D-sub25 ピン x 1 



デイス 
プレイ 

アナ□グ 
RGB 

アナログ RGB セパレート信号出力(750アナ□グインターフェイス)、ミニ 

D-subl5 ピン XI *46 




DVI 

_ *46*47 



PS/2 

ミニ DIN6 ピンX2 [PS/2 接続キーポード選択時、キーボードおよびマウスで占有 
済] 



通信関連 

RJ45 LAN コネクタ XI 



サウンド 

関連 

マイク 

入力 

ステレオミニジャック XI *38 

(マイク入カインピーダンス 20kQ、 入カレベル1 OOmVrms (マイクブースト有効 
時は 5mVrms)、 バイアス霪圧 2.5V) 




ライン 

入力 

ステレオミニジャック XI 

(入カインピーダンス 20kQ 、入カレベル1 Vrms) 




ヘッド 
フオン 
出力 

ステレオ5ニジャックXI 

(対応へッドフォンインピーダンス16 Q- 1000「推奨320」、出力電力 5mW/ 
320) 




ライン 

出力 

ステレオ5ニジャックXI 

(出カインピーダンス 22k0、 出カレベル1 Vrms) 

ベイ 

内蔵 3.5 型ベイ 
[空き] 

2ス□ット(標準 HDD で1スロット占有済）[I]* 23 


付録機能一覧 
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型名*1 

MY 28 F / E -7 

MJ 28 F / E -7 

MY 33 A / E -7 

MJ 33 A / E -7 

MY 31 A / E -7 

MJ 31 A / E -7 

拡張スロット 

PCI ス□ット[空き] 

1ス□ット(八ーフ * n )[ l ] 

PCI Express xl 
ス□ット[空き] 

1スロット(ハーフ* 11 ) [1] 

PCI Express xl 6 
ス□ット[空き] 

1スロット (Low Profile * 12 ) ( NVIDIA ® GeForce ® GT 120 または 
デジタルディスプレイ用コネクタポード選択時、グラフィック系ボードで占有済） 
[1] 

電源 

AC 100 V ± 1 0%、50/60 Hz (入力波形は正弦波のみをサボート） 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

Vista ® Business の測定値 

約 37 W (最大約 177 W ) 

約 36 W (最大約 176 W ) 

約 36 W (最大約 175 W ) 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ Windows ® XP Professional の測定値 

約 37 W (最大約 175 W ) 

約 36 W (最大約 173 W ) 

約 36 W (最大約 172 W ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

Vista ® Business の測定値 

約 38 VA (最大約 181 VA ) 

約 37 VA (最大約180 VA ) 

約 37 VA (最大約 179 VA ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ Windows ® XP Professional の測定値 

約 38 VA (最大約 179 VA ) 

約 37 VA (最大約 177 VA ) 

約 37 VA (最大約 176 VA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成 

※ Windows Vista ® Business の測定値 

j 区分0.00020 ( AAA ) 

j 区分0.00040 ( AAA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成 

※ Windows ® XP Professional の測定値 

j 区分0.00020 ( AAA ) 

j 区分0.00040 ( AAA ) 

電波障害対策 

VCCI ClassB 

外形寸法(本体） 

88( W ) x 327( D ) x 345( H ) mm (スタビライザ含まず)、 

218 ( W ) x 327( D ) X 345 ( H ) mm (スタビライザ含む）* 16 

質量(本体)* 15 

約 8.5 kg 

温湿度条件 

10〜 35° C 、20〜80%(ただし結露しないこと） 

インス1-ール可能 0 S * 17 * 18 

Windows Vista ® Enterprise(SPl )/ Business ( SPl )、 

Windows ® XP Professional ( SP 3) 

主な添付品 

サービスコンセント付き電源コード、スタビライザ、アプリケーション CD - ROM / 
マニュアル CD - ROM 、 印刷マニュアル類、保証書他 
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型名*1 

MY 30 A / E -7 

MJ 30 A / E -7 

MY 26 L / E -7 

MJ 26 L / E -7 

MY 18 X / E -7 

MJ 18 X / E -7 

CPU 


インテル® Core ™2 Duo 
プロセッサー E 8400 

インテル® Pentium ® プ 
□セツサー E 5300 

インテル® Celeron ® プロ 
セツサー430 


クロック周波数 

3 GHz 

2.60 GHz 

1 .80 GHz 

キャッシュ 

メモリ 

1次 

インストラクシヨン用 32 KBX 2/ データ用 32 KBX 2 

インストラクシヨン用 
32 KB / データ用 32 KB 

2次 

6 MB 

2 MB 

512 KB 

システムパス 

1,333 MHz (メモリパス： 

1, 066 MHz ) 

800 MHz (メモリパス： 
800 MHz ) 

800 MHz (メモリパス： 
800 MHz ) 

チップセット 

インテル® Q 45 Express チップセット 

セキュリティチップ* 2 

TPM vl . 2準拠 

最大メモリ（メインメモリ） 

4 GB [ DIMM ス□ット X 2]* 28 

表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

インテル® GMA 4500(チップセットに内蔵） 


ビデオ RAM 

最大262〜1 ,422 MB(Windows Vista ® の場合）* 7 、 

最大 256 MB ( Windows ® XP の場合） 

表示色(解像度) + 29 

最大1,677万色* 3 (1 ,680 X 1,050ドッ h < WSXGA+>* 4 * 9 'l .600 X 1 ,200 
ドットく UXGA >* 4 、 1 ,440 X 900 ドットく WXGA +>* 4 ' 1 ,280 X 1 ，〇24ドット 
< SXGA >* 4 ' 1 ,024 X 768 ドット < XGA >、 800 X 600 ドット < SVGA >) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1 92 kHz /24 ピット* 44 、ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MO 再生機能)、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコーキャ 
ンセル* 36 、ビームフォーミンク* 37 ) 

スピーカ/スピーカ 
定格出力 

アラームサウンド用モノラルスピーカ内蔵/1 W * 5 

サウンドチップ 

RealTek 社製 ALC 262 搭載 

通信機能 

LAN 

1000 BASE - 
T /1 00 BASE - TX / 

1 OBASE - T、Remote 
Power On 機能標準装備、 
インテル® AMT 5.0 対応 

1000 BASE - T /1 00 BASE - TX / 1 OBASE - T 、 
Remote Power On 機能標準装備 

インターフェイス 

USB ( USB 2.0* S ) 

6 ( 本体前面 X 2、本体背面 X 4) 

[ USB 接続キーポード選択時、1ポートをキーポードで占有済。指紋センサ機能付 
き USB 小型キーポード選択時、2ポートをキーポードで占有済] 

シリアル 

RS -232 C D - sub 9 ピン X 1、最高11 5.2 kbps 対応 

パラレル 

セント□ニクス準拠 D - sub 25 ピン x 1 

デイス 
プレイ 

アナ□グ 
RGB 

アナログ RGB セパレート信号出力 (75 Q アナ□グインターフェイス)、ミニ 
D - subl 5 ピン XI * 46 

DVI 

_ * 46*47 

PS /2 

ミニ DIN 6 ピン X 2 IPS /2 接続キーポード選択時、キーポードおよびマウスで占有済] 

通信関連 

RJ 45 LAN コネクタ XI 

サウンド 

関連 

マイク入力 

ステレオミニジャック XI *38 

(マイク入カインピーダンス 20 kQ 、 入カレベル1 OOmVrms (マイクブースト有効 
時は 5 mVrms ) 、■/ V 'イアス霪圧 2 5 V ) 

ライン入力 

ステレオ5ニジャック xl 

(入カインピーダンス 20 k 0 、入カレベル1 Vrms ) 

へツドフオ 
ン出力 

ステレオミニジャック XI 

(対応へッドフォンインピーダンス1 6 Q -1 000「推奨 32 Q 」' 出力電力 5 mW /32 Q ) 

ライン出力 

ステレオ5ニジャック XI 

(出カインピーダンス 22 kO 、 出カレベル1 Vrms ) 

ベイ 

内蔵 3.5 型ベイ控ぎ] 

2ス□ット(標準 HDD で1スロット占有済）[ I ]* 23 

拡張スロット 

PCI ス□ット[空き] 

1ス□ット(ハーフ* 11 ) [1] 

PCI Express xl 
スロット[空き] 

1スロット(八ーフ * n )[ l ] 

PCI Express xl 6 
ス□ット[空き] 

1ス□ット (Low Profile * 12 ) ( NVIDIA ® GeForce ® GT 120 または 
デジタルディスプレイ用コネクタポード選択時、グラフィック系ボードで占有済） 
[1] 

電源 

AC 100 V ± 1 0%、50/60 Hz (入力波形は正弦波のみをサボート） 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

Vista ® Business の測定値 

約 34 W (最大約 166 W ) 

約 34 W (最大約 173 W ) 

約38 W (最大約162 W ) 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ Windows ® XP Professional の測定値 

約 34 W (最大約 163 W ) 

約 34 W (最大約 171 W ) 

約38 W (最大約160 W ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

Vista ® Business の測定値 

約 35 VA (最大約170 VA ) 

約 35 VA (最大約 177 VA ) 

約 39 VA (最大約 166 VA ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ Windows ® XP Professional の測定値 

約 35 VA (最大約 167 VA ) 

約 35 VA (最大約 175 VA ) 

約 39 VA (最大約 165 VA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成率)* 14 
Vista ® Business の測定値 

j 区分0.00040 ( AAA ) 

j 区分0.00050 ( AAA ) 

j 区分0.0015 ( AA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成率” 14 
※湖加〇西日® XP Professional の測定値 

j 区分0.00040 ( AAA ) 

j 区分0.00050 ( AAA ) 

j 区分0.0015 ( AA ) 


付録機能一覧 























































セレクションメニューを選択した構成での型名•型番については、本書の「型番を控える」をご覧ください。 

プリインス I — ルの Windows Vista ® Business または Windows ® XP Professiona 似外では使用できません 0 
グラフ ィッ クアクセラレータの持つ最大発色数です。 

グラフィックアクセラレータの持つ解像度および色数の能力であり、接続するディスプレイによっては、表示できな 
いことがあります。 

内蔵スピーカはシステムのアラームを通知することを考慮して実装しています。オーディオ再生等の際は、別途ス 
ピーカまたはへッドフォンを使用してください。 

ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。パソコンの動作状況により、利用可能なビデオ RAM 容量が変化します。ま 
た、本機の八ードウェア構成、ソフトウェア構成、 BIOS およびディスプレイドライバの更新、搭載するメインメモリの 
容量によって利用可能なビデオ RAM の最大値が変わる場合があります。 

USB 接続キーポードの USB 八ブを経由すると、 USB 転送速度が最大1 2 Mbps に制限されます。 

22型高精細ワイド TFT 液晶ディスプレイ ( LCD - EA 221 WMe - C ) 接続時、液晶ディスプレイの画面を90度回転させ、 
縦型表示ができるピポット機能をご利用できます。 

搭載可能なポードサイズは、1 06( W)xl 76( D ) mm 以内となります。 

搭載可能なポードサイズは、 64( W ) x 1 67( D ) mm 以内となります。 

メモリ1 GB (1 ，024 MBX 1 )、 HDD 80 GB (増設 HDD なし）、 DVD スーパーマルチドライブ、 FDD あり、 PS /2 109 
キーポード、 PS /2 マウス(ポール )、 PCI Express グラフィックアクセラレータなしの構成で測定しています。 
エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除 
したちのです。省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100%以上200%未満、 AA は達成率200%以上500%未満、 
AAA は達成率500%以上を示します。 

メモリ 1 GB (1,024 MBX 1 )、HDD 80 GB (増設 HDD なし）、 DVD スーパーマルチドライブ、 FDD あり 、 PCI 
Express グラフィックアクセラレータなしの構成での質量です。（キーポード、マウスの質量は含みません） 

縦置き時の足以外の突起物は含みません。 

インス I -ール可能 0 S 用ドライバは （） 内の Service Pack のバージョンにてインス I -ール手順の確認を行っている 
ものです。インス I -ール可能 0 S を使用する場合は （） 内の Service Pack を適用してご使用ください。別売の 0 S と 
Service Pack は別途入手が必要となります。 

インス I -ール可能 0 S 用ドライバは本体に添付していません。 NEC の「ビジネス PCJ サイ (-( http :// www . nec . co . jp / 
bpc /) のビジネス PC ユーザサボートの「サボート情報(ダウン□ー ド)」—ダウンロー ドのモジュール • ドライパの「イン 
ス I -ール可能 0 S 用ドライバ(サボート 0 S 用ドライバ)」—「インストール可能 0 S 用ドライバ(サポート 0 S 用ドライパ)」 
に順次掲載します。なお、インストール可能 0 S を利用する際、インストール/添付アプリケーションや一部の機能が使用 
できない等、いくつか制限事項があります。必ずご購入前に、「インストール可能 0 S をご利用になる前に必ずお読みくだ 
さい」をご覧になり、制限事項を確認してください。 

最大構成時の値は、セレクションメニューで選択可能な最大構成に加え、拡張ポートおよび拡張ス□ットをすべて占 
有した状態で算出した値です。 

増設 HDD 選択時は空きベイはありません。 

最大 4 GB のメモリを搭載可能ですが、 PCI デバイス等のメモリ領域を確保するために、全ての領域を使用することは 
できません。なお、装置構成によってご利用可能なメモリ容量は異なります。 

セレクションメニューで選択可能なディスプレイの最大解像度より小さい解像度を選択した場合、拡大表示機能に 
よって文字や線などの太さが不均一になることがあります。 

録音中にスピーカが引き起こす八ウリングを軽減する機能です。 

ステレオマイク使用時にこの機能を有効にすると、マイクを向けていない方向からのノイズを軽減させることができ 
ます。 

パソコン用マイクとして市販されているコンデンサマイクやへ ッ ド セッ トを推奨します。 

使用出来る量子化ビットやサンプリングレートは、 0 S や使用するアプリケーションなどのソフトウェアによって異 
なります。 

セレクションメニューにて「グラフィック系ポード」を選択しない場合。 GeForce ® GT 120を選択した場合はポード 
搭載の専用コネクタ （ DMS -59 コネクタ）にポード添付の GeForce ® GT 120用アナログディスプレイケーブルを使 
用し、ミニ D - subl 5 ピン X 2 の構成となります (1/0 プレート部搭載のアナログコネクタは使用できません)。デジタル 
ディスプレイ用コネクタポード ( DVI - D ) を選択した場合は1/0プレート部搭載のアナログコネクタ（ミニ D - subl 5ピ 
ン）との同時使用は未サボートです。 

セレクションメニューにてデジタルディスプレイ用コネクタボード ( DVI - D ) を選択した場合は、デジタルフラットパ 
ネル信号出力 ( TMDS )( DVI - D 24 ピン X 1 ) と1/0プレート部搭載のアナログコネクタ（ミニ D - subl 5ピン X 1 ) の構 
成となります(同時使用は未サボートです)。 


型名*1 

MY 30 A / E -7 MY 26 L / E -7 MY 18 X / E -7 

MJ 30 A / E -7 MJ 26 L / E -7 MJ 18 X / E -7 

電波障害対策 

VCCI ClassB 

外形寸法体体） 

88( W ) x 327( D ) x 345( H ) mm (スタビライザ含まず)、 
218( W ) x 327( D ) x 345( H ) mm (スタビライザ含む）* 16 

質量体体” 15 

約 8 5 kg 

温湿度条件 

10〜 35° C 、20〜80%(ただし結露しないこと） 

インス1''ール可能 0 S * 17 * 18 

Windows Vista ® Enterprise ( SP 1 )/ Business ( SPl )、 

Windows ® XP Professional ( SP 3) 

主な添付品 

サービスコンセント付き電源コード、スタピライザ、アプリケーション CD - ROM / 
マニュアル CD - ROM 、 印刷マニュアル類、保証書他 
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♦セレクシヨンメニュー* 51 


型名*1 

MY 28 F / E -7 MY 31 A / E -7 MY 26 L / E -7 

MJ 28 F / E -7 MJ 31 A / E -7 MJ 26 L / E -7 

MY 33 A / E -7 MY 30 A / E -7 MY 18 X / E -7 

MJ 33 A / E -7 MJ 30 A / E -7 MJ 18 X / E -7 

5セットアップ用 

標準 

再セットアップ用バックアップイメージを HDD に格納 * 53 (Windows Vista ® 
インス1-ールを選択した場合のみ* 87 ) 

選択可能 

再セットアップ用パックアップイメージを HDD に格納 * 53 (Windows Vista ® 
インストールを選択した場合のみ* 87 )&再セットアップ用 DVD - ROM 添付* 54 

グラフィック系ボード 

ディスプレイ用コネクタ 

デジタルディスプレイ用コネクタポード ( DVI - D ) * 77 


ビデオ 

RAM 

最大262〜1 ,422 MB(Windows Vista ® の場合）* 85 、 

最大 256 MB ( Windows ® XP の場合） 

グラフィックアクセラ 
レータ 

NVIDIA ® GeForce ® GT 120 (PCI Express xl 6) 


ビデオ 

RAM 

最大 759 〜 1,919 MB(Windows Vista ® の場合）* 85 * 89 、 

最大 1,024 MB ( Windows ® XP の場合）* 90 

メモリ* 55 

1 GB 

DDR 3- SDRAM 、 PC 3-8500* 56 ' 1,024 MB DIMMX 1 

2 GB 

DDR 3- SDRAM 、 PC 3-8500* 56 ' 1,024 MB DIMMX 2* 57 

2 GB 

DDR 3- SDRAM 、 PC 3-8500* 56 ' 2,048 MB DIMMX 1 

4 GB 

DDR 3- SDRAM 、 PC 3-8500* 56 ' 2,048 MB DIMMX 2* 57 

FDD 

3.5 型、 3 モー K (720 KB /1 2 MB /1.44 MB ) 対応* 80 

HDD 

80 GB 

約 80 GB* 58 、Serial ATA / 300、7,200 rpm 、 SMART 機能対応 

160 GB 

約 160 GB* 58 、Serial ATA / 300、7,200 rpm 、 SMART 機能対応 

500 GB 

約500 GB* 58 、Serial ATA / 300、省電カドライブ、5,400 rpm 、 SMART 機能対 
応 

80 GBX 2* 59 

約 80 GB* 58 x 2 、 Serial ATA / 300、7,200 rpm ' SMART 機能対応 

160 GBX 2* 59 

約 160 GB * 58 x 2 、 Serial ATA / 300 、7,200 rpm 、 SMART 機能対応 

500 GBX 2* 59 

約500 GB * 58 x 2 'Serial ATA / 300、省電カドライブ'5,400 rpm ' SMART 機能 
対応 

ミラーリング ( RAID 1) 

インテル®マトリクス•ストレージ•テクノロジー 

BD / DVD/CD 
ドライブ* 100*101 

DVD-ROM (薄型)* 105 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - RW 読み込み： 
最大24倍速、 DVD - ROM 読み込み:最大8倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍 
速、 DVD - FK 1 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - FK 2 層)読み込み:最大6倍速* 109 、 
DVD + R ( 1層)読み込み:最大8倍速、 DVD + R (2 層)読み込み:最大6倍速、 DVD - 
RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最 
大5倍速 f 112 

CD - R/RW with 
DVD-ROM (薄型） 

*102*103*105 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - R 書き込み:最 
大24倍速、 CD - RW 読み込み:最大24倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大8倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD - FK 1 層)読み 
込み:最大6倍速、 DVD - FU 2 層)読み込み:最大4倍速* 1 G 9 、 DVD + R (1 層)読み込み： 
最大6倍速、 DVD + FK 2 層)読み込み:最大4倍速、 DVD - RW 読み込み:最大4倍速、 

D VD+R W 読み込み:最大4倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速* 112 

DVD スーパーマルチ 
ドライブ(薄型） 

*102*103*105 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - R 書き込み:最 
大24倍速、 CD - RW 読み込み:最大24倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大8倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD-R ( 1層)読み 
込み:最大8倍速、 DVD-R ( 1層)書き込み:最大8倍速* 108 、 DVD-R (2 層)読み込み： 
最大4倍速- 1 Q 9 、 DVD-R (2 層)書き込み:最大4倍速* 11 D 、 DVD+R ( 1層)読み込 
み:最大8倍速、 DVD + FK 1層)書き込み:最大8倍速、 DVD + FK 2 層)読み込み:最大 

4倍速、 DVD + R (2 層)書き込み:最大4倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - 
RW 書き換え: 最大 6 倍速* 111 、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 書き換 
え:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速* 112 、 DVD - RAM 書き換え:最大5 

ブルーレイディスク 
ドライブ(薄型） 

*102*103*104*105*106 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - R 書き込み:最大 

16倍速、 CD - RW 読み込み:最大24倍速' CD - RW 書き換え:最大10倍速' DVD-ROM 
読み込み:最大8倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD - R ( 1層)読み込み:最大 

8倍速、 DVD - R ( 1層)書き込み:最大8倍速* 108 、 DVD - FK 2 層)読み込み:最大6倍速 
* 1 〇 9 、 D VD-R (2 層)書き込み:最大4倍速 * 11 〇 、 D VD+R ( 1層)読み込み:最大8倍速' 
DVD + R ( 1層)書き込み:最大8倍速、 DVD + R (2 層)読み込み:最大6倍速、 DVD+R 
(2 層)書き込み:最大4倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RW 書き換え:最大 

6倍速* 111 、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 書き換え:最大8倍速' DVD - 
RAM 読み込み:最大5倍速* 112 、 DVD - RAM 書き換え:最大5倍速* 1 12#113 、 BD - R 0 M 
読み込み:最大4倍速、 BD - R ( 1層)読み込み:最大4倍速* 114 、 BD - R (1 層)書き込み:最 
大4倍速* 114 、 BD - R (2 層)読み込み:最大2倍速* 114 、巳 D - R (2 層)書き込み:最大2倍 
速* 114 、 BD - RE (1 層)読み込み:最大2倍速、 BD - RE (1 層)書き換え:最大2倍速* 115 、 
BD - RE (2 層)読み込み:最大2倍速、 BD - RE (2 層):書き換え最大2倍速* 115 

USB メモ U 

512 MB 0 JSB 2.0 対応） 

セキュリティ機能 

FeliCa ポート* 74 

FeliCa ポート(外付け） （ USB 接続、ケーブル長:約 70 cm ) 。 

0 S □グオン時、スクリーンセーノ(解除時などに Edy 機能を搭載した FeliCa 力ード 
による認証が可能。 
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型名*1 

MY 28 F / E -7 MY 31 A / E -7 MY 26 L / E -7 

MJ 28 F / E -7 MJ 31 A / E -7 MJ 26 L / E -7 

MY 33 A / E -7 MY 30 A / E -7 MY 18 X / E -7 

MJ 33 A / E -7 MJ 30 A / E -7 MJ 18 X / E -7 

キーボード•マウス 

PS /2 109キーポー 
ド& PS /2 マウス 
(ポール） 

JIS 標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 PS /2 インター 
フェイス、 外形寸法:456 ( W ) x 169 ( D ) X 40 ( H ) mm 、 質暈:約 0.9 kg 、 PS /2 マウ 
ス(ポール式、スクロールホイール付き)添付 


テンキー付き PS /2 小 
型キーボード& PS /2 
マウス(ポール） 

JIS 標準配列(英数、かな)、テンキー付き、 PS /2 インターフ I イス、外形寸法:384 
( W ) x 1 54( D ) x 36( H ) mm 、 

質量:約 0.8 kg 、 PS /2 マウス(ポール式、スクロールホイール付き)添付 


USB 109キーボード 
& USB マウス(光セン 
サー） 

JIS 標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 USB 1.1 対応パス 
パワード八ブ (2 ポート）* 75 、 USB インターフェイス、外形寸法:: 472( W ) XI 79 
( D ) x 39( H ) mm 、 質量:約 1.2 kg 、 

USB マウス(光センサー式* 76 、スクロールホイール付き)添付 


指紋センサ機能付き 
USB 小型キーボード 
* 74 & USB マウス(光 
センサー） 

JIS 標準配列(英数、かな)、テンキー付き、指紋センサ内蔵、 USB 1.1 対応バスパ 
ワードハブ (2 ポート）* 75 * 91 、 USB インターフェイス'外形寸法:435 ( W ) X 165 
( D ) X 41( H ) mm 、 質量約1 .1 kg 、 USB マウス(光センサー式* 76 、スク□—ルホ 
イール付き)添付 


* 51: セレクションメニュー中の各オプションは単体販売を行っていません。 

* 52:セレクションによっては、再セットアップ用媒体は添付されていません。再セットアップ用パックアップ媒体の購入 

方法は http :// nx - media . ssnet . co . jp / をご参照ください 0 

* 53: HDD 内の約 6 GB を再セットアップ領域として使用しています。これらの「再セットアップ用バックアップイメージ」 

を DVD - R 媒体に書き出す場合には、ご購入時にセレクションメニューでブルーレイディスクドライブまたは DVD 
スーパーマルチドライブの選択が必要です。 

*54: 再セットアップ用媒体を使用するには、セレクションメニューまたは別売の拡張機器で選択可能な BD / DVD / CD ド 
ライブが必要です。 

*55: メモリを拡張する場合は、標準搭載されている増設 RAM ポードを取り外す必要がある場合があります。 

* 56: MY 26 L / E -7、 MY 18 X / E -7、 MJ 26 L / E -7 および MJ 18 X / E -7 ではメモリパス800 MHz ( PC 3-6400 相当)で動作 

します。 

* 57:デュアルチヤネルに対応します。 

* 58: 40 GB が NTFS 、 残りも NTFS でフォーマット済みです。また 、 Windows Vista ® インストールモデルでは最後の約 

6 GB を再セットアップ領域として使用しています。 

* 59:セレクションメニューにて Standby Rescue Multi ありを選択した場合、増設 HDD は未フォーマットです。 Stand - 

by Rescue Multi を選択されない場合は、増設 HDD は NTFS でフォーマット済みです。 

* 74:プリインストールの Windows Vista ® Business 、 Windows ® XP Professional で使用可能です(再セットアップ 

用媒体/再セットアップ用パックアップイメージを使用して再セットアップした 0 S を含む)。 

*75: USB コネクタから100 mA 以下の電流を消費する機器のみ接続できます。また、 USB 2.0 は非サポートです。 

* 76:光センサーマウスは、光沢のある白い面などの上で使用すると意図した通りに動作しない場合があります。その際は 

光学式マウスに対応したマウスパッドなどを別途ご用意ください。 

* 77:デジタルディスプレイ用コネクタポードを選択した場合は、チップセットに内蔵のグラフィックアクセラレータ機能 

を使用します。 

* 80: 1.2 MB への対応は、ドライバ(標準添付)のセットアップが必要です。 1.44 MB 以外 (720 KB /1.2 MB ) のフォーマッ 

卜はできません。 

* 85:ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。パソコンの動作状況により、利用可能なビデオ RAM 容量が変化します。 

また、本機の八ードウェア構成、ソフトウェア構成、 BIOS およびディスプレイドライパの更新、搭載するメインメモリ 
の容量によって利用可能なビデオ RAM の最大値が変わる場合があります。 

* 87: Windows XP Professional インス I ルサービス適用を選択した場合、再セットアップ用媒体選択の有無に関わら 

ず、再セットアップ用バックアップイメージの HDD 格納はありません。 

* 89:ビデオ RAM のうち51 2 MB はグラフィックポード上のメモリを使用します。 

* 90:うち51 2 MB はボード搭載のメモリを使用します。またシステム全体とグラフィックスの負荷状態に応じて、メイン 

メモリから0〜51 2 MB の領域を動的に使用します。 

* 91: USB ポートのうち、右側面1ポートは挿抜耐性を強化したコネクタを採用しています。 

*92: ブルーレイディスクタイトルの再生はできません。 

* 95:バックアップツール 「Roxio BackOnTrack LE (災害リカバリ）」が添付されます 0 
* 100: メディアの種類、フォーマット形式によっては記載の速度が出ない場合があります。 

* 101:コピーコントロール CD など、一部の音楽 CD の作成および再生ができない場合があります。 

* 102:書き込みツール 「Roxio Creator LJBJ が添付されます。 

* 103:バッファアンダーランエラー防止機能付きです。 

* 104:ブルーレイディスクタイトルの再生はできません。 

* 105: DVD ビデオ再生ツール 「 InterVideo ® WinDVD ® for NEC 」 が添付されます。 

* 106:バックアップツール 「Roxio BackOnTrack LE (災害リカパリ）」が添付されます 0 
* 108: DVD - R は DVD-R for General Ver .2.0/2.1 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

* 109:追記モードで記録された DVD - R (2 層)ディスクの読み込みはサボートしていません。 

*110: DVD - FK 2 層)書き込みは、 DVD-R for DLVer . 3.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。ただし追記に 
は未対応です。 

* 111: DVD - RW は DVD-RW Ver.l .1/1.2 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 
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*112: DVD-RAM Ver .2.0/2.1/2.2 (片面 4.7 GB ) に準拠したディスクに対応しています。 DVD-RAM Ver.l (片面 
2.6 GB ) はサボートしていません。また、 Windows ® XP 標準でサボートされるフオーマツトは FAT 32 のみです。な 
お、カートリッジ式のディスクは使用できませんので、カートリッジなし、あるいはディスク取り出し可能なカート 
リッジ式でディスクを取り出して使用してください。 

*113: DVD - RAM 12倍速メディアの書き込みはサポートしていません。 

*114: BD-R Ver.l .1/1 _2/1_3(じ m Type 含む)に準拠したディスクに対応しています。 

*115: BD-RE Ver .2.1 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。カートリッジタイプのブルーレイディスクには 
対応していません。 
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2 .タイプ MA 


型名*1 

MY 33 A / A -7 

MJ 33 A / A -7 

MY 30 A / A -7 

MJ 30 A / A -7 

MY 29 R / A -7 

MJ 29 R / A -7 

MY 26 L / A -7 

MJ 26 L / A -7 

MY 18 X / A -7 

MJ 18 X / A -7 

CPU 




インテル® 
Core ™2 Duo 
プロセッサー 

E 8600 

インテル® 
Core ™2 Duo 
プロセッサー 

E 8400 

インテル® 
Core ™2 Duo 
プロセッサー 

E 7500 

インテル® 
Pentium ® プ 
□セツサー 

E 5300 

インテル® 
Celeron ® プロ 
セツサー430 



クロック周波数 

3.33 GHz 

3 GHz 

2.93 GHz 

2.60 GHz 

1 .80 GHz 



キャッシュ 

メモリ 

1次 

インストラクシヨン用 32 KBX 2/ データ用 32 KBX 2 

インストラ 
クシヨン用 
32 KB / データ 
用 32 KB 




2次 

6 MB 

3 MB 

2 MB 

512 KB 

システムパス 

1,333 MHz (メモリパス： 

1, 066 MHz ) 

1, 066 MHz 
(メモリパス： 

1 ,066 MHz ) 

800 MHz 
(メモリバス： 
800 MHz ) 

800 MHz 
(メモリパス： 
800 MHz ) 

チップセット 

インテル® G 43 Express チップセット 

セキュリティチップ* 2 

TPM vl . 2準拠 

最大メモリ（メインメモリ） 

4 GB [ DIMM ス□ツト X 4]* 28 

表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

インテル® GMA X 450 CK チップセットに内蔵） 



ビデオ RAM 

最大270〜1 ,422 MB(Windows Vista ® の場合）* 7 、 

最大 256 MB ( Windows ® XP の場合） 


表示色（解像度” 29 

最大1,677万色* 3 (1,680 X 1 ,050ドット < WSXGA +>* 4 * 9 ' 1 ,600 X 1 ,200 
ドットく UXGA >* 4 ' 1 ,440 X 900 ドットく WXGA +〉* 4 、 1 ,280 X 1 ,024ドット 
< SXGA >* 4 ' 1 ,024 X 768 ドット < XGA >、 800 X 600 ドット < SVGA >) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1 92 kHz /24 ビット* 44 、ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MIDI 再生機能)、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコーキャ 
ンセル*36、ビームフォーミング *37) 



スピーカ/スピーカ 
定格出力 

一 *6 



サウンドチップ 

RealTek 社製 ALC 262 搭載 

通信機能 

LAN 

1000 BASE - T /100 BASE - TX /1 OBASE - T、Remote Power On 機能標準装備 

インターフェイス 

USB ( USB 2_0* 8 ) 

8 (本体前面 X 2、本体背面 X 6) 

[ USB 接続キーボード選択時、1ポートをキーポードで占有済。指紋センサ機能付き 
USB 小型キーポード選択時、2ポートをキーポードで占有済] 



シリアル 

RS -232 C D - sub 9 ピン X 1、最高11 5 2 kbps 対応 



パラレル 

セント□ニクス準拠 D - sub 25 ピン x 1 



デイスプ 
レイ 

アナログ 

RGB 

アナログ RGB セパレート信号出力(750アナ□グインターフェイス)、ミニ 
D - subl 5 ピン XI * 46 




DVI 

_ *46*47 



PS /2 

ミニ DIN 6 ピン X 2 [ PS /2 接続キーボード選択時、キーポードおよびマウスで占有 
済] 



通信関連 

RJ 45 LAN コネクタ XI 



サウンド 

関連 

マイク 

入力 

ステレオミニジャック XI* 38 

(マイク入カインピーダンス 64 kQ 、入カレベル100 mVrms (マイクブースト有 
効時は 5 mVrms ) J 《イアス電圧 2.5 V ) 




ライン 

入力 

ステレオ 5 ニジャック XI 

(入カインピーダンス 64 k 0 、入カレベル1 Vrms ) 




ヘッド 
フオン 
出力 

ライン出力と共用 

(対応へッドフォンインピーダンス1 60-100 Q 「 推奨3201* 45 ) 




ライン 

出力 

ステレオミニジャック XI 

(出カインピーダンス 22 k 0、 出カレベル1 Vrms ) 

ベイ 


内蔵 3.5 型ベイ 
[空き] 

1スロット(標準 HDD で占有済） [0] 



3.5 型ベイ[空き] 

1ス□ット ( FDD または専用カバ 

一で占有済） [0] 





5型ベイ[空き] 

1ス□ット ( DVD / CD ドライブで占有済） [0] 

拡張スロット 

PCI ス□ット[空き] 

2ス□ット （Low Profile * 12 x 2) [2] 



PCI Express x 1ス 
□ット[空き] 

1スロット (Low Profile * 12 )[1] 



PCI Express x 16 
ス□ット[空き] 

1 ス□ット (Low Profile * 12 ) ( NVIDIA ® GeForce ® GT 120 または 
デジタルディスプレイ用コネクタボード選択時、グラフィック系ポードで占有済） 
[1] 

電源 

AC 100 V ± 1 0%、50/60 Hz (入力波形は正弦波のみをサポート） 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

Vista ® Business の測定値 

約 32 W (最大 
約 190 W ) 

約31 W (最大 
約 176 W ) 

約31 W (最大 
約 181 W ) 

約 30 W (最大 
約 155 W ) 

約 36 W (最大 
約 156 W ) 
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型名*1 

MY 33 A / A -7 

MJ 33 A / A -7 

MY 30 A / A -7 

MJ 30 A / A -7 

MY 29 R / A -7 

MJ 29 R / A -7 

MY 26 L / A -7 

MJ 26 L / A -7 

MY 18 X / A -7 

MJ 18 X / A -7 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※州加〇西日® XP Professional の測定値 

約 30 W (最大 
約 191 W ) 

約 29 W (最大 
約 175 W ) 

約 29 W (最大 
約 182 W ) 

約 28 W (最大 
約 154 W ) 

約 36 W (最大 
約 154 W ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

Vista ® Business の測定値 

約 35 VA (最大 
約 195 VA ) 

約 33 VA (最大 
約 182 VA ) 

約 33 VA (最大 
約 186 VA ) 

約 32 VA (最大 
約160 VA ) 

約 39 VA (最大 
約 161 VA ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ Windows ® XP Professional の測定値 

約 31 VA (最大 
約 197 VA ) 

約 30 VA (最大 
約 181 VA ) 

約 30 VA (最大 
約 188 VA ) 

約 29 VA (最大 
約 159 VA ) 

約 39 VA (最大 
約 158 VA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成率)* 14 
Vista ® Business の測定値 

j 区分 

0.00036 

( AAA ) 

j 区分 

0.00038 

( AAA ) 

j 区分 

0.00039 

( AAA ) 

j 区分 

0.00043 

( AAA ) 

j 区分0.0014 
( AA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成率)* 14 
※州加〇西日® XP Professional の測定値 

j 区分 

0.00032 

( AAA ) 

j 区分 

0.00034 

( AAA ) 

j 区分 

0.00035 

( AAA ) 

j 区分 

0.00039 

( AAA ) 

j 区分0.0014 
( AA ) 

電波障害対策 

VCCI ClassB 

外形寸法(本体） 

98( W ) x 385( D ) x 343( H ) mm (スタビライザ含まず)' 

220 ( W ) x 385( D ) X 343 ( H ) mm (スタビライザ含む）* 16 

質量(本体)* 15 

約 8.9 kg 

温湿度条件 

10〜 35° C 、20〜80%(ただし結露しないこと） 

インス1-ール可能 0 S * 17 * 18 

Windows Vista ® Enterprise ( SP 1 )/ Business(SPl )/Home Basic ( SPl )、 
Windows ® XP Professional ( SP 3) 

主な添付品 

サービスコンセント付き電源コード、スタビライザ、アプリケーション CD - ROM / 
マニュアル CD - ROM 、 印刷マニュアル類、保証書他 


*1: セレクションメニューを選択した構成での型名•型番については、本書の「型番を控える」をご覧ください。 

* 2:プリインス I -ールの Windows Vista ® Business または Windows ® XP Professional 以外では使用できません。 

* 3:グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 

* 4:グラフィックアクセラレータの持つ解像度および色数の能力であり、接続するディスプレイによっては、表示できな 

いことがあります。 

* 6:音源再生には外付スピーカまたはスピーカを搭載したディスプレイが必要です。(本体ライン出力端子使用） 

* 7:ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。パソコンの動作状況により、利用可能なビデオ RAM 容量が変化します。ま 

た、本機の八ードウェア構成、ソフトウェア構成、 BIOS およびディスプレイドライバの更新、搭載するメインメモリの 
容量によって利用可能なビデオ RAM の最大値が変わる場合があります。 

* 8: USB 接続キーポードの USB 八ブを経由すると、 USB 転送速度が最大1 2 Mbps に制限されます。 

* 9: 22型高精細ワイド TFT 液晶ディスプレイ （ LCD - EA 221 WMe - C ) 接続時、液晶ディスプレイの画面を90度回転させ、 

縦型表示ができるピポット機能をご利用できます。 

*12: 搭載可能なポードサイズは、 64( W ) xl 67( D ) mm 以内となります。 

* 13: メモリ 1 GB (1,024 MBX 1 )、HDD 80 GB , DVD スーノ V 。ーマ J レチドライブ、 FDD あり、 PS /2 109キーポ•ー ド、 

PS /2 マウス(ポール )、 PCI Express グラフィックアクセラレータなしの構成で測定しています。 

*14: エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除 
したものです。省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100%以上200%未満、 AA は達成率200%以上500%未満、 
AAA は達成率500%以上を示します。 

*15: メモリ 1GB(1,024MBX1 )、HDD 80GB、DVD スーパーマルチドライブ、 FDD あり、 PCI Express グラフイックア 
クセラレータなしの構成での質量です。（キーポード、マウスの質量は含みません） 

*16: 縦置き時の足以外の突起物は含みません。 

*17: インストール可能 0 S 用ドライパは （） 内の Service Pack のパージョンにてインス I ル手順の確認を行っている 
ものです。インス I -ール可能 0 S を使用する場合は （） 内の Service Pack を適用してご使用ください。別売の 0 S と 
Service Pack は別途入手が必要となります。 

* 18:インス I -- ル可能 0 S 用ドライパは本体に添付していません。 NEC の「ビジネス PC 」 サイト ( http :// www . nec . co . jp / 
bpc /) のビジネス PC ユーザサボートの「サボート情報(ダウン□ー ド)」—ダウン□—ドのモジュール • ドライバの「イン 
ス I -ール可能 0 S 用ドライパ(サボート 0 S 用ドライパ)」—「インストール可能 0 S 用ドライパ(サポート 0 S 用ドライパ)」 
に順次掲載します。なお、インストール可能 0 S を利用する際、インストール/添付アプリケーションや一部の機能が使用 
できない等、いくつか制限事項があります。必ずご購入前に、 r インス I ル可能 os をご利用になる前に必ずお読みくだ 
さい」をご覧になり、制限事項を確認してください。 

*22: 最大構成時の値は、セレクションメニューで選択可能な最大構成に加え、拡張ポートおよび拡張ス□ットをすべて占 
有した状態で算出した値です。 

*28: 最大 4 GB のメモリを搭載可能ですが、 PCI デパイス等のメモリ領域を確保するために、全ての領域を使用することは 
できません。なお、装置構成によってご利用可能なメモリ容量は異なります。 

*29: セレクションメニューで選択可能なディスプレイの最大解像度より小さい解像度を選択した場合、拡大表示機能に 
よって文字や線などの太さが不均一になることがあります。 

*36: 録音中にスピーカが引き起こす八ウリングを軽減する機能です。 

*37: ステレオマイク使用時にこの機能を有効にすると、マイクを向けていない方向からのノイズを軽減させることができ 
ます。 

*38: パソコン用マイクとして市販されているコンデンサマイクやヘッドセットを推奨します。 

*44: 使用出来る量子化ビットやサンプリングレートは、 0 S や使用するアプリケーションなどのソフトウェアによって異 
なります。 

*45: 周波数特性や、出力電力を保証するものではありません。 
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*46: セレクションメニューにて「グラフィック系ポード」を選択しない場合。 GeForce ® GT 120を選択した場合は 
DVI - I 29 ピン XI となります。アナログ液晶ディスプレイに接続する場合はポード添付のアナログ変換ケーブルを 
使用します （ I / O プレート部搭載のアナログコネクタは使用できません)。デジタルディスプレイ用コネクタボード 
( DVI - D ) を選択した場合は I / O プレート部搭載のアナ□グコネクタ（ミニ D - subl 5ピン）との同時使用は未サボー 
卜です。 

*47: セレクションメニューにてデジタルディスプレイ用コネクタボード （ DVI - D ) を選択した場合は、デジタルフラット 
パネル信号出力 ( TMDS )( DVI - D 24 ピン XI) と I / O プレート部搭載のアナログコネクタ（ミニ D - subl 5ピン X 1 ) 
の構成となります(同時使用は未サボートです)。 
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♦セレクシヨンメニュー * 51 


型名* 1 

MY 33 A / A -7 MJ 29 R / A -7 

MJ 33 A / A -7 MY 26 L / A -7 

MY 30 A / A -7 MJ 26 L / A -7 

MJ 30 A / A -7 MY 18 X / A -7 

MY 29 R / A -7 MJ 18 X / A -7 

再セットアップ用 
データ 

標準 

再セットアップ用バックアップイメージを HDD に格納 * 53 (Windows Vista ® 
インス1-ールを選択した場合のみ* 87 ) 


選択可能 

再セットアップ用パックアップイメージを HDD に格納 * 53 (Windows Vista ® 
インス1-ールを選択した場合のみ* 87 )&再セットアップ用 DVD - ROM 添付* 54 

グラフィック系ボード 

ディスプレイ用コネクタ 

デジタルディスプレイ用コネクタポード ( DVI - D )* 77 



ビデオ 

RAM 

最大270〜1 ,422 MB (Windows Vista ® の場合）* 85 、 

最大 256 MB ( Windows ® XP の場合） 


グラフィックアクセラ 
レータ 

NVIDIA ® GeForce ® GT 120 (PCI Express x 16) 



ビデオ 

RAM 

最大 767 〜 1,919 MB(Windows Vista ® の場合）* 85 * 89 、 

最大 1,024 MB ( Windows ® XP の場合)* 90 

メモリ* 55 

1 GB 

DDR 3- SDRAM ' PC 3-8500* 56 、1,024 MB DIMM X 1 


2 GB 

DDR 3- SDRAM ' PC 3-8500* 56 、1,024 MB DIMMX 2* 57 


4 GB 

DDR 3- SDRAM ' PC 3-8500* 56 、 1,024 MB DIMMX 4* 57 

FDD 

3.5型' 3 モード (720 KB /1.2 MB ハ 44 MB ) 対応* 80 

HDD 

80 GB 

約 80 GB* 58 、Serial ATA / 30 O ' 7,200 rpm 、 SMART 機能対応 


160 GB 

約 160 GB* 58 、Serial ATA / 300、7.200 rpm 、 SMART 機能対応 


500 GB 

約500 GB* 58 、Serial ATA / 300、省電カドライブ、5,400 「 pm 、 SMART 機能対応 

BD / DVD/CD 
ドライー y * ioo * 1 〇 1 

DVD - ROM * 

105*107 

CD - ROM 読み込み:最大 40 倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 読み込み： 
最大40倍速、 DVD - ROM 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大8倍 
速、 DVD - FK 1 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - FK 2 層)読み込み:最大8倍速* 1 Q9 、 
DVD + R ( 1層)読み込み:最大8倍速、 DVD + FK 2 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - 
RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最 
大5倍速* 112 


CD - R/RW with 
DVD-ROM 

*102*103*105*107 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大40倍速、 CD - RW 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、0ソロ^〇^〇読み込み:最大4倍速、0ソ0-叫1層)読み 
込み:最大8倍速、 DVD-R (2 層)読み込み:最大8倍速* 1 D 9 、 DVD+R ( 1層)読み込み： 
最大8倍速、 DVD + FK 2 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速* 112 


DVD スーパーマルチ 
ドライブ 

*102*103*105*107 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大40倍速、 CD - RW 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大 4.8 倍速、 DVD - R (1 層)読 
み込み:最大10倍速、 DVD - FK 1 層)書き込み:最大16倍速* 1 Q 8 、 DVD - R (2 層)読み 
込み:最大8倍速* 1 Q 9 、 DVD-R (2 層)書き込み:最大8倍速* 110 、 DVD+R ( 1層)読み 
込み:最大10倍速 、 D VD+R ( 1層)書き込み:最大16倍速、 DVD+R (2 層)読み込み： 
最大8倍速、 DVD + FK 2 層)書き込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD - RW 書き換え:最大6倍速* 111 、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 書 
き換え:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大12倍速* 112 、 DVD - RAM 書き換え:最 
大12倍速* 112 

USB メモ U 

512 MBOJSB 2.0 対応） 

セキュリティ機能 

FeliCa ポート* 74 

FeliCa ポート(外付け） （ US 巳接続、ケーブル長:約 70 cm )。 

◦ S □グオン時、スクリーンセーパ解除時などに Edy 機能を搭載した FeliCa カード 
による認証が可能。 

キーボード•マウス 

PS /2 109キーポー 
ド& PS /2 マウス 
(ポール） 

JIS 標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 PS /2 インター 
フェイス、外形寸法:456 ( W ) x 169 ( D ) X 40 ( H ) mm 、 質量:約 0.9 kg 、 PS /2 マウ 
ス(ポール式、スクロールホイール付き)添付 


テンキー付き PS /2 小 
型キーボード& PS /2 
マ士ス(ボール） 

JIS 標準配列(英数、かな)、テンキー付き、 PS /2 インターフェイス、外形寸法:384 
( W ) x 1 54( D ) x 36( H ) mm 、 

質量:約 0.8 kg 、 PS /2 マウス(ポール式、スクロールホイール付き)添付 


USB 109キーボード 
& USB マウス(光セ 
ンサー） 

JIS 標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 USB 1.1 対応パス 
パワードハブ (2 ポート）* 75 、 USB インターフェイス'外形寸法: 472( W ) X 179 
( D ) x 39( H ) mm 、 質量:約 1.2 kg 、 

USB マウス(光センサー式* 76 、スクロールホイール付き)添付 


指紋センサ機能付き 

USB 小型 キー ポード* 74 
& USB マウス(光セン 
サー） 

JIS 標準配列(英数、かな)、テンキー付き、指紋センサ内蔵、 USB 1.1 対応パスパ 
ワードハブ (2 ポート）* 75 * 91 ' USB インターフェイス、外形寸法: 435( W ) XI 65 
( D ) x 41 ( H ) mm 、 質量:約 1.1 kg , USB マウス(光センサー式* 76 、スクロールホ 
イール付き)添付 


* 51:セレクションメニュー中の各オプションは単体販売を行っていません。 

*52: セレクションによっては、再セットアップ用媒体は添付されていません。再セットアップ用パックアップ媒体の購入 
方法は http :// nx - media . ssnet . co . jp / をご参照ください 0 
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*53: HDD 内の約 6 GB を再セットアップ領域として使用しています。これらの「再セットアップ用パックアップイメージ」 
を DVD - R 媒体に書き出す場合には、ご購入時にセレクションメニューで DVD スーパーマルチドライブの選択が必要 
です。 

*54: 再セットアップ用媒体を使用するには、セレクションメニューまたは別売の拡張機器で選択可能な DVD / CD ドライ 
ブが必要です。 

*55: メモリを拡張する場合は、標準搭載されている増設 RAM ポードを取り外す必要がある場合があります。 

* 56: MY 26 L / A -7、 MY 18 X / A -7、 MJ 26 L / A -7 および MJ 18 X / A -7 ではメモリパス800 MHz ( PC 3-6400 相当)で動 

作します。 

* 57:デュアルチャネルに対応します。 

* 58: 40 GB が NTFS 、 残りも NTFS でフォーマット済みです。また 、 Windows Vista ® インス I ルモデルでは最後の約 

6 GB を再セットアップ領域として使用しています。 

* 74:プリインストールの Windows Vista ® Business 、 Windows ® XP Professional で使用可能です(再セットアップ 

用媒体/再セットアップ用バックアップイメージを使用して再セットアップした 0 S を含む)。 

*75: USB コネクタから100 mA 以下の電流を消費する機器のみ接続できます。また、 USB 2.0 は非サポートです。 

* 76:光センサーマウスは、光沢のある白い面などの上で使用すると意図した通りに動作しない場合があります。その際は 

光学式マウスに対応したマウスパッドなどを別途ご用意ください。 

*77: デジタルディスプレイ用コネクタボードを選択した場合は、チップセットに内蔵のグラフィックアクセラレータ機能 
を使用します。 

* 80: 1.2 MB への対応は、ドライバ(標準添付)のセットアップが必要です。 1.44 MB 以外 (720 KB /1.2 MB ) のフォーマッ 

卜はできません。 

* 85:ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。パソコンの動作状況により、利用可能なビデオ RAM 容量が変化します。 

また、本機の八ードウェア構成、ソフトウェア構成、 BIOS およびディスプレイドライバの更新、搭薩するメインメモリ 
の容量によって利用可能なビデオ RAM の最大値が変わる場合があります。 

* 87: Windows XP Professional インス I ルサービス適用を選択した場合、再セットアップ用媒体選択の有無に関わら 

ず、再セットアップ用パックアップイメージの HDD 格納はありません。 

* 89:ビデオ RAM のうち51 2 MB はグラフィックポード上のメモリを使用します。 

*90: うち51 2 MB はボード搭載のメモリを使用します。またシステム全体とグラフィックスの負荷状態に応じて、メイン 
メモリから0〜51 2 MB の領域を動的に使用します。 

* 91: USB ポートのうち、右側面1ポートは挿抜耐性を強化したコネクタを採用しています。 

* 100: メディアの種類、フォーマット形式によっては記載の速度が出ない場合があります。 

*101:コピーコント□ール CD など、一部の音楽 CD の作成および再生ができない場合があります。 

* 102:書き込みツール 「Roxio Creator LJBJ が添付されます。 

* 103:バッファアンダーランエラー防止機能付きです。 

* 105: DVD ビデオ再生ツール 「 InterVideo ® WinDVD ® for NEC 」 が添付されます。 

* 107:本体縦置時、 8 cmCD は使用できません。 

* 108: DVD - R は DVD-R for General Ver .2.0/2.1 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

*109: 追記モードで記録された DVD - R (2 層)ディスクの読み込みはサポートしていません。 

*110: DVD - R (2 層)書き込みは、 DVD-R for DL Ver .3.0 に準拠したメディアの書き込みに対応しています。ただし追記に 
は未対応です。 

* 111: DVD - RW は DVD-RW Ver .1.1/1.2 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

*112: DVD-RAM Ver .2.0/2_ 1/2.2( 片面 4.7 GB ) に準拠したディスクに対応しています。 DVD-RAM Ver . l (片面 2_6 GB ) 
はサポートしてしヽません。また、 Windows ® XP 標準でサボートされるフォーマットは FAT 32 のみです。なお、力一卜 
リッジ式のディスクは使用できませんので、カートリッジなし、あるいはディスク取り出し可能なカートリッジ式で 
ディスクを取り出して使用してください。 
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3 •タイプ MC (コンパクトタワー型) 


型名* 1 

MY 29 R / C -7| MJ 29 R / C -7 

MY 26 L / C -7 | MJ 26 L / C -7 

MY 18 X / C -7| MJ 18 X / C -7 

CPU 


インテル® Core ™2 Duo 
プ□セツサー E 7500 

インテル® Pentium ® 
プロセッサー E 5300 

インテル® Celeron ® 

プ□セツサー430 


クロック周波数 

2.93 GHz 

2.60 GHz 

1 .80 GHz 

キャッシュ 

メモリ 

1次 

インストラクシヨン用 32 KBX 2/ データ用 32 KBX 2 

インストラクシヨン用 
32 KB / データ用 32 KB 

2次 

3 MB 

2 MB 

512 KB 

システムパス 

1,066 MHz (メモリバ 
ス :800 MHz ) 

800 MHz (メモ U ノ ':ス :800 MHz ) 

チップセット 

NVIDIA ® GeForce ® 7100 /NVIDIA nForce ® 630 i 

最大メモリ（メインメモリ） 

4 GB [ DIMM ス□ツト X 2]* 28 

表示機能 

グラフィックアクセラレータ 

チップセットに内蔵 


ビデオ RAM 

最大128〜1 ,535 MB(Windows Vista ® の場合)* 7 、 

最大 256 MB ( Windows ® XP の場合） 

表示色 
(解像度） 

*29 

外付けディスプレイ 
接続時 

最大1,677万色* 3 (1,680 X 1 ，〇50ドットく WSXGA +〉* 4 * 9 、 1 ,600 X 1 ,200 
ドット < UXGA >* 4 、 1 ,440 X 900 ドットく WXGA +〉* 4 、 1 ,280 X 1 ,024ドット 
< SXGA >* 4 、 1 .024 X 768 ドットく XGAX 800 X 600 ドット < SVGA >) 

サウンド機能 

音源/サウンド機能 

インテル® High Definition Audio 準拠(最大1 92 kHz /24 ビット* 44 、ステレオ 
PCM 同時録音再生機能、 MO 再生機能)、マイク機能(ノイズ抑制、音響エコーキャ 
ンセル* 36 、ビームフォーミング* 37 ) 

スピーカ/スピーカ 
定格出力 

_*6 

サウンドチップ 

Realtek 社製 ALC 262 搭載 

通信機能 

LAN 

1000 BASE - T /1 00 BASE - TX /1 OBASE - T、Remote Power On 機能標準装備 

インターフェイス 

USB 0 JSB 2.0* 8 ) 

6 ( 本体前面 X 2、本体背面 X 4) [ USB 接続キーポード選択時、1ポートをキーポー 
ドで占有済] 

シリアル 

RS -232 C D - sub 9 ピン X 1、最高11 5_2 kbps 対応 
※ MY 29 R / C -7、 MY 26 L / C -7および MY 18 X / C -7 のみ搭載 

パラレル 

セント□ニクス準拠 D - sub 25 ピン x 1 
※ MY 29 R / C -7、 MY 26 L / C -7 および MY 1 8 X / C -7 のみ搭載 

デイス 
プレイ 

アナログ 

RGB 

アナログ RGB セパレート信号出力 (75 Q アナ□グインターフェイス)、 

ミニ D - subl 5 ピン XI 

PS /2 

ミニ DIN 6 ピン x 2[ PS /2 接続キーボード選択時、キーポードおよびマウスで占有 
済] 

通信関連 

RJ 45 LAN コネクタ XI 

サウンド 

関連 

マイク 

入力 

ステレオミニジャック XI *38 

(マイク入カインピーダンス 20 kQ 、 入カレベル1 OOmVrms (マイクブースト有効 
時は 5 mVrms )、 パイアス霪圧 2.5 V ) 

ライン 

入力 

ステレオ 5 ニジャック XI 

(入カインピーダンス 20 kQ 、 入カレベル1 Vrms ) 

ヘッド 
フオン 
出力 

ライン出力と共用 

(対応へツドフォンインピーダンス160- lOOQr 推奨320」ポ 45 ) 

ライン 

出力 

ステレオ 5 ニジャック XI 

(出カインピーダンス 22 kQ 、 出カレベル lVrms ) 

ベイ 

内蔵 3.5 型ベイ 
[空き] 

1ス□ット(標準 HDD で占有済） [0] 

5型ベイ倥き] 

1ス□ツト 
( DVD/CD ド 
ライブまたは 
FDD & DVD / 

CD ドライブ(薄 
型)で占有済） 

[0] 

1ス□ツト 
( DVD/CD ドラ 
イブで占有済） 
[0] 

1スロツト 

( DVD/CD ド 
ライブまたは 
FDD & DVD / 

CD ドライブ(薄 
型)で占有済） 

[0] 

1ス□ツト 

( DVD/CD ドラ 
イブで占有済） 
[0] 

1ス□ツト 

( DVD/CD ド 
ライブまたは 
FDD & DVD / 

CD ドライブ(薄 
型)で占有済） 

[0] 

1 ス□ツト 

( DVD/CD ドラ 
イブで占有済） 
[0] 

電源 

AC 100 V ± 1 0%、50/60 Hz (入力波形は正弦波のみをサポート） 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

Vista ® Business の測定値 

約 37 W (最大約 99 W ) 

約 36 W (最大約 98 W ) 

約 37 W (最大約 81 W ) 

消費電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ 州加〇西日 ® XP Professional の測定値 

約 36 W (最大約 93 W ) 

約 36 W (最大約 94 W ) 

約 36 W (最大約 80 W ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ Windows Vista ® Business の測定値 

約 37 VA (最大約100 VA ) 

約 37 VA (最大約100 VA ) 

約 37 VA (最大約 82 VA ) 

皮相電力* 13 (最大構成時* 22 ) 

※ 州加〇西日 ® XP Professional の測定値 

約 37 VA (最大約 94 VA ) 

約 36 VA (最大約 95 VA ) 

約 37 VA (最大約 81 VA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成率)* 14 
※ Windows Vista ® Business の測定値 

j 区分0.00050 ( AAA ) 

j 区分0.0014 ( AA ) 

エネルギー消費効率 (2007 年度省エネ達成率)* 14 
※州加〇西日® XP Professional の測定値 

j 区分0.00040 ( AAA ) 

j 区分0.00050 ( AAA ) 

j 区分0.0014 ( AA ) 
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セレクションメニューを選択した構成での型名•型番については、本書の「型番を控える」をご覧ください。 
グラフィックアクセラレータの持つ最大発色数です。 

グラフィックアクセラレータの持つ解像度および色数の能力であり、接続するディスプレイによっては、表示できな 
いことがあります。 

音源再生には外付スピーカまたはスピーカを搭載したディスプレイが必要です。(本体ライン出力端子使用） 

ビデオ RAM は、メインメモリを使用します。パソコンの動作状況により、利用可能なビデオ RAM 容量が変化します。ま 
た、本機の八ードウェア構成、ソフトウェア構成、 BIOS およびディスプレイドライバの更新、搭載するメインメモリの 
容量によって利用可能なビデオ RAM の最大値が変わる場合があります。 

USB 接続キーポードの USB 八ブを経由すると、 USB 転送速度が最大1 2 Mbps に制限されます。 

22型高精細ワイド TFT 液晶ディスプレイ ( LCD - EA 221 WMe - C ) 接続時、液晶ディスプレイの画面を90度回転させ、 
縦型表示ができるピポット機能をご利用できます。 

メモリ 1 GB (1.024 MBX 1 )、HDD 80 GB 、 DVD スーノ V 。ーマ J レチドライブ、 FDD なし、 PS /2 109キーポ■ー ド' 
PS /2 マウス(ポール)の構成で測定しています。 

エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能で除 
したものです。省エネ基準達成率の表示語 A は達成率100%以上200%未満、 AA は達成率200%以上500%未満、 
AAA は達成率500%以上を示します。 

メモリ 1 GB (1.024 MBX 1 )、HDD 80 GB 、 DVD スーパーマルチドライブ、 FDD なしの構成での質量です。（キー 
ポード、マウスの質量は含みません） 

縦置き時の足以外の突起物は含みません。 

インストール可能 0 S 用ドライパは （） 内の Service Pack のパージョンにてインス I ル手順の確認を行っている 
ものです。インス I -ール可能 0 S を使用する場合は （） 内の Service Pack を適用してご使用ください。別売の 0 S と 
Service Pack は別途入手が必要となります 0 

インス I -- ル可能 0 S 用ドライパは本体に添付していません。 NEC の「ビジネス PC 」 サイ h ( http :// www . nec . co . jp / 
bpc /) のビジネス PC ユーザサボートの「サボート情報(ダウン□ー ド)」—ダウンロー ドのモジュール、ドライパの「イン 
ス I -ール可能 0 S 用ドライバ(サボート 0 S 用ドライバ)」—「インストール可能 0 S 用ドライバ(サボート 0 S 用ドライパ)」 
に順次掲載します。なお、インストール可能 0 S を利用する際、インストール/添付アプリケーションや一部の機能が使用 
できない等、いくつか制限事項があります。必ずご購入前に、「インストール可能 0 S をご利用になる前に必ずお読みくだ 
さい」をご覧になり、制限事項を確認してください。 

最大構成時の値は、セレクションメニューで選択可能な最大構成に加え、拡張ポートおよび拡張スロットをすべて占 
有 した状態で算出した値です。 

最大 4 GB のメモリを搭載可能ですが、 PCI デパイス等のメモリ領域を確保するために、全ての領域を使用することは 
できません。なお、装置構成によってご利用可能なメモリ容量は異なります。 

セレクションメニューで選択可能なディスプレイの最大解像度より小さい解像度を選択した場合、拡大表示機能に 
よって文字や線などの太さが不均一になることがあります。 

録音中にスピーカが引き起こす八ウリングを軽減する機能です。 

ステレオマイク使用時にこの機能を有効にすると、マイクを向けていない方向からのノイズを軽減させることができ 
ます0 

パソコン用マイクとして市販されているコンデンサマイクやへッドセットを推奨します。 

使用出来る量子化ピットやサンプリングレートは、 0 S や使用するアプリケーションなどのソフトウェアによって異 
なります。 

周波数特性や、出力電力を保証するものではありません。 


型名*1 

MY 29 R / C -7 1 MJ 29 R / C -7 | MY 26 L / C -7 | MJ 26 L / C -7 | MY 18 X / C -7 1 MJ 1 8 X / C -7 

電波障害対策 

VCCI ClassB 

外形寸法体体） 

66 ( W ) x 343( D ) x 352( H ) mm (スタビライザ含まず)、 
188( W ) x 343( D ) x 352( H ) mm (スタピライザ含む）* 16 

質量(本体)* 15 

約 7.2 kg | 約 7.1 kg | 約 7.2 kg | 約 7.1 kg | 約 7.2 kg | 約 7.1 kg 

温湿度条件 

10〜 35° C 、20〜80%(ただし結露しないこと） 

インス1-ール可能 0 S * 17 * 18 

Windows Vista ® Enterprise(SPl )/ Business(SPl )/Home Basic ( SPl )、 
Windows ® XP Professional ( SP 3) 

主な添付品 

サービスコンセント付き鼋源コード、スタビライザ、アプリケーシヨン CD - ROM / 
マニュアル CD - ROM 、 印刷マニュアル類、保証書他 


3 4 


5 6 7 


2228293637384445 
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♦セレクシヨンメニュー * 51 


型名* 1 

MY 29 R / C -7 

MJ 29 R / C -7 

MY 26 L / C -7 

MJ 26 L / C -7 

MY 18 X / C -7 

MJ 18 X / C -7 

再セットアップ用 
データ* 52 

標準 

再セットアップ用パックアップイメージを HDD に格納 * 53 (Windows Vista ® イ 
ンストールを選択した場合のみ* 87 ) 


選択可能 

再セットアップ用パックアップイメージを HDD に格納 * 53 (Windows Vista ® イ 
ンス1-ールを選択した場合のみ* 87 )&再セットアップ用 DVD - ROM 添付 

メモリ* 55 

512 MB 

DDR 2- SDRAM . PC 2-6400, 51 2 MB DIMM X 1 


1 GB 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2-6400、 1 ,024 MB DIMM X 1 


2 GB 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2-6400、1,024 MB DIMM X 2 


2 GB 

DDR 2- SDRAM . PC 2-6400, 2,048 MB DIMM X 1 


4 GB 

DDR 2- SDRAM 、 PC 2-6400、 2,048 MB DIMM X 2 

FDD 

3.5 型、 3 モード (720 KB ハ .2 MB /1.44 MB ) 対応* 80 

HDD 

80 GB 

約 80 GB* 58 、Serial ATA / 300、7,200 rpm 、 SMART 機能対応 


160 GB 

約 160 GB* 58 'Serial ATA / 300、7,200巾171、81\/1八円丁機能対応 

BD / DVD/CD 
ドライー r * 100*101 

DVD - ROM * 105 * 107 

CD - ROM 読み込み:最大 40 倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - RW 読み込み： 
最大40倍速、 DVD - ROM 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大8倍 
速、 DVD-R ( 1層)読み込み:最大8倍速、 DVD-R (2 層)読み込み:最大8倍速- 1 D9 、 
DVD + RC 1 層)読み込み:最大8倍速、 DVD+R (2 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - 
RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最 
大5倍速- 112 


CD - R/RW with 
DVD-ROM 

*102*103*105*107 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大4◦倍速、 CD - RW 読み込み:最大4◦倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD - FK 1 層)読み 
込み:最大8倍速、 DVD - FK 2 層)読み込み:最大8倍速* 1 Q 9 、 DVD + R (1 層)読み込み： 
最大8倍速、 DVD + FK 2 層)読み込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速* 112 


CD - R/RW with 
DVD-ROM (薄型） 

*102*103*105 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - R 書き込み:最 
大24倍速、 CD - RW 読み込み:最大24倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大8倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD - FK 1 層)読み 
込み:最大6倍速、 DVD - FK 2 層)読み込み:最大4倍速* 1 Q 9 、 DVD + R (1 層)読み込み： 
最大6倍速、 DVD + FK 2 層)読み込み:最大4倍速、 DVD - RW 読み込み:最大4倍速、 
DVD + RW 読み込み:最大4倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大5倍速* 112 


DVD スーパーマルチ 
ドライブ 

*102*103*105*107 

CD - ROM 読み込み:最大40倍速、 CD - R 読み込み:最大40倍速、 CD - R 書き込み:最 
大40倍速、 CD - RW 読み込み:最大4◦倍速、 CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD - 
R 0 M 読み込み:最大16倍速、 DVD - Video 読み込み:最大 4.8 倍速、 DVD-R ( 1層)読 
み込み:最大10倍速 、 D VD-R (1 層)書き込み:最大16倍速 - 1 G 8 、 DVD-R ( 2層)読み 
込み:最大8倍速* 1 Q 9 、 DVD-R (2 層)書き込み:最大8倍速* 110 . DVD+R ( 1層)読み 
込み:最大10倍速、 DVD + R 0 層)書き込み:最大16倍速、 DVD+R (2 層)読み込み： 
最大8倍速、 DVD + FK 2 層)書き込み:最大8倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 
DVD - RW 書き換え:最大6倍速* 111 、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速、 DVD + RW 書 
き換え:最大8倍速、 DVD - RAM 読み込み:最大12倍速* 112 、 DVD - RAM 書き換え： 
最大12倍速* 112 


DVD スーパーマルチ 
ドライブ(薄型） 

*102*103*105 

CD - ROM 読み込み:最大24倍速、 CD - R 読み込み:最大24倍速、 CD - R 書き込み:最大 
24倍速、 CD - RW 読み込み:最大24倍速' CD - RW 書き換え:最大10倍速、 DVD-ROM 
読み込み:最大8倍速、 DVD - Video 読み込み:最大4倍速、 DVD - FK 1層)読み込み:最大 
8倍速、 DVD - R (1 層)書き込み:最大8倍速* 1 Q 8 、 DVD - R (2 層)読み込み:最大4倍速 
* 109 . DVD - FK 2 層)書き込み:最大4倍速* 110 、 DVD + FK 1 層)読み込み:最大8倍速、 
DVD + FK 1層)書き込み:最大8倍速、 DVD + FK 2 層)読み込み:最大4倍速、 DVD+R 
(2 層)書き込み:最大4倍速、 DVD - RW 読み込み:最大8倍速、 DVD - RW 書き換え:最大 

6倍速* 11 、 DVD + RW 読み込み:最大8倍速' DVD + RW 書き換え:最大8倍速' DVD - 
RAM 読み込み:最大5倍速* 112 、 DVD - RAM 書き換え:最大5倍速* 112 * 113 

キーボード•マウス 

PS /2 109キーボード 
& PS /2 マウス(ポール） 

JIS 標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 PS /2 インター 
フェイス、 外形寸法: 456( W ) X 1 69( D ) x 40( H ) mm 、 質量:約 0.9 kg 、 PS /2 マウ 
ス(ポール式、スクロールホイール付き)添付 


テンキー付き PS /2 小 
型キーボード& PS /2 
マウス(ポール） 

JIS 標準配列(英数、かな)、テンキー付き、 PS /2 インターフェイス、外形寸法:384 
( W ) x 1 54( D ) x 36( H ) mm 、 

質量:約 0.8 kg 、 PS /2 マウス(ボール式、スクロールホイール付き)添付 


USB 109キーボード 
& USB マウス(光セン 
サー） 

JIS 標準配列(英数、かな)、109キーレイアウト、テンキー付き、 USB 1.1 対応パス 
パワード八ブ (2 ポート）* 75 、 USB インターフェイス、外形寸法: 472( W ) X 179 
( D ) x 39( H ) mm 、 質量:約 1.2 kg 、 USB マウス(光センサー式* 76 、スクロールホ 
イール付き)添付 


付録機能一覧 


83 



























* 51: セレクションメニュー中の各オプションは単体販売を行っていません。 

*52: セレクションによっては、再セットアップ用媒体は添付されていません。再セットアップ用パックアップ媒体の購入 
方法は http :// nx - media . ssnet . co . jp / をご参照ください 0 

* 53: HDD 内の約 6 GB を再セットアップ領域として使用しています。これらの「再セットアップ用バックアップイメージ」 

を DVD - R 媒体に書き出す場合には、ご購入時にセレクションメニューで DVD スーパーマルチドライブの選択が必要 
です。 

*55: メモリを拡張する場合は、標準搭載されている増設 RAM ポードを取り外す必要がある場合があります。 

* 58: 40 GB が NTFS 、 残りも NTFS でフォーマット済みです。また 、 Windows Vista ® インス I ルモデルでは最後の約 

6 GB を再セットアップ領域として使用しています。 

*75: USB コネクタから100 mA 以下の電流を消費する機器のみ接続できます。また、 USB 2.0 は非サボートです。 

* 76:光センサーマウスは、光沢のある白い面などの上で使用すると意図した通りに動作しない場合があります。その際は 

光学式マウスに対応したマウスパッドなどを別途ご用意ください。 

* 80: 1.2 MB への対応は、ドライバ(標準添付)のセットアップが必要です。 1.44 MB 以外 (720 KB /1.2 MB ) のフォーマッ 

卜はできません。 

* 87: Windows XP Professional インス I ルサービス適用を選択した場合、再セットアップ用媒体選択の有無に関わら 

ず、再セットアップ用パックアップイメージの HDD 格納はありません。 

* 100: メディアの種類、フォーマット形式によっては記載の速度が出ない場合があります。 

* 101:コピーコントロール CD など、一部の音楽 CD の作成および再生ができない場合があります。 

* 102:書き込みツール 「Roxio Creator LJBJ が添付されます。 

* 103:バッファアンダーランエラー防止機能付きです。 

* 105: DVD ビデオ再生ツール 「 InterVideo ® WinDVD ® for NEC 」 が添付されます。 

* 107:本体縦置時、 8 cmCD は使用できません。 

* 108: DVD - R は DVD-R for General Ver .2_0/2.1 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

*109: 追記モードで記録された DVD - R (2 層)ディスクの読み込みはサボートしていません。 

*110: DVD - FK 2 層)書き込みは、 DVD-R for DLVer . 3.0に準拠したメディアの書き込みに対応しています。ただし追記に 
は未対応です。 

* 111: DVD - RW は DVD-RW Ver . l .1/1.2 に準拠したディスクの書き込みに対応しています。 

*112: DVD-RAM Ver .2.0/2. 1/2.2 (片面 4.7 GB ) に準拠したディスクに対応しています。 DVD-RAM Ver . l (片面 
2.6 GB ) はサボートしていません。また、 Windows ® XP 標準でサボートされるフォーマットは FAT 32 のみです。な 
お、カートリッジ式のディスクは使用できませんので、カートリッジなし、あるいはディスク取り出し可能なカート 
リッジ式でディスクを取り出して使用してください。 

*113: DVD - RAM 12倍速メディアの書き込みはサポートしていません。 
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セレクションメニューで選択できるディスプレイ仕様一覧 



22型高精細ワイド 
TFT 液晶ディスプレ 
イ（デジタル/アナロ 
グ共用） 

19型ワイド TFT 液 
晶ディスプレイ（デ 
ジタル/アナ□グ共 
用） 

19型 TFT 液晶ディ 
スプレイ（デジタル 
/アナログ共用） 

17型 TFT 液晶ディ 
スプレイ（デジタル 
/アナ□グ共用） 

15型 TFT アナログ 
液晶ディスプレイ 

セレクション 
メニュー名 

22型高精細ワイド 
TFT - し CD 
( WSXGA +) 

19型ワイド TFT - 
LCD 

( WXGA +) 

19型 TFT-LCD 
( SXGA ) 

17型 TFT-LCD 
( SXGA ) 

15型 TFT アナログ- 
LCD 

型名 

LCD - EA 221 WMe-C 

LCD 194 WXM-V 

LCD 93 VXM-V 

LCD 73 VXM-V 

LCD 52 VM-V 

概要 

22型高精細ワイド 
TFT 液晶パネル、 

視野角拡大フィルム、 
フルカラー* 3 、 
ステレオスピーカ搭薩 

19型ワイド TFT 液晶 
パネル' 

視野角拡大フィルム、 
フルカラー* 3 、 
ステレオスピーカ搭載 

19型 TFT 液晶パネル' 
視野角拡大フィルム、 
フルカラー* 4 、 
ステレオスピーカ搭載 

17型 TFT 液晶パネル、 
視野角拡大フィルム、 
フルカラー* 4 、 
ステレオスピーカ搭載 

15型 TFT 液晶パネル、 
視野角拡大フィルム、 
フルカラー* 5 、 
ステレオスピーカ搭載 

インターフェイス 

DVI - D (24 ピン)、 
アナログ RGB 5二 
D - subl 5 ピン、ステ 
レオライン入力 XI 、 
USB 2.0 X 4 

DVI - D (24 ピン)、アナログ RGB ミニ D - subl 5ピン、ステレオラ 
イン入力 XI 

アナログ RGB 5二 
D - subl 5ピン、 
ステレオライン入力 
XI 

ドットピッチ 

0.282 mm 

0.284 mm 

0.294 mm 

0.264 mm 

0.297 mm 

解像度 

640 X 480 ドット* 2 、 

800 X 600 ドット* 2 ' 
1.024 X 768 ドット* 2 、 
1，280 XI ,024ドット* 2 ' 
1,680 XI ,050ドット 
(自動切替） 

640 X 480 ドット* 2 、 
800 X 600ドット* 2 ' 
1,024 X 768 ドット* 2 ' 
1，440 X 900ドット 
(自動切替） 

640 X 480ドット* 2 ' 

800 X 600ドット* 2 、 

1,024 X 768ドット* 2 、 

1,280 XI ,024ドット 
(自動切替） 

640 X 480 ドット* 2 、 
800 X 600ドット* 2 、 
1,024 X 768ドット 
(自動切替） 

消費電力 

約 42 W 0 JSB / 
オーディオ動作時)、 
約 26 W 0 JSB / 
オーディオ非動作 
時）（サスペンド時約 
0.5 W 以下） 

約41 W (サスペンド 
時約 2 W 以下） 

約 39 W (サスペンド 
時約 2 W 以下） 

約 32 W (サスペンド 
時約 2 W 以下） 

約 23 W (サスペンド 
時約 2 W 以下） 

皮相電力 

約 75 VA 

約 80 VA 

約 75 VA 

約 70 VA 

約 50 VA 

外形寸法 

約507 .8( W ) 

X 220.0( D ) X 

382.0-492.0 

( H)mm 

約 439.4( W ) 

X 209.8( D ) X 
347.1 ( H)mm 

約405.5 ( W ) 
X 205.0( D)X 
405.5( H ) mm 

約368.0 ( W ) 
x 205.0( D ) X 
381.5( H)mm 

約 344.6( W)x 

1 65( D ) X 352.7 
( H)mm 

質暈 

約 7.5 kg 

約 4.6 kg 

約 4.7 kg 

約 4.3 kg 

約 3.3 kg 

LCD ドット抜け* 1 

0.00019% 以下 

0.00013% 以下 

0.00018% 以下 

0.00017% 以下 

チルト 

上30°下5° 

上20°下5° 

スイブル 

左170° 右170° 

— 

ピポット 

90° (時計回り） 

— 

製造元 

NEC デイスプレイソリユーシヨンズ 


* 1:ドット抜け割合の基準値は IS 01 3406 -2 の基準に従って、副画素(サブピクセル)単位で計算しています。 

詳細は http :// www . nec . co . jp / products / bizpc / info / pc / lcddot.shtml をご参照く ださい 0 
*2: 拡大表示によって文字などの線の太さが不均一になることがあります。 

*3: デイザリングにより約1.677万色を実現します。 

*4: デイザリングにより約1.670万色を実現します。 

*5: デイザリングにより約1,619万色を実現します。 

*6: ディスプレイの保証は NEC ディスプレイソリューションズ社の規定に基づきます。詳細 S 
http :// www . nec - display . com / jp / support / display /3 y.html をご参照く ださい。 
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LAN 


•規格概要 


項目 

規格概要 

準拠規格 

ISO 8802-3、 IEEE 802.3、 IEEE 802.3 u , IEEE 802.3 ab 

ネットワーク形態 

スター型ネットワーク 

伝送速度 

1000巳 ASE-T 使用時:1000 Mbps 

100 BASE-TX 使用時:100 Mbps 

1 0 BASE-T 使用時：1 0 Mbps 

伝送路 

100◦巳 ASE - T 使用時: UTP カテゴリ 5 e 以上 

100 BASE - TX 使用時: UTP カテゴ U 5 

1 0 BASE - T 使用時: UTP カテゴリ3または5 

信号伝送方式 

ベースパンド伝送方式 

ステーション台数 

最大1024台/ネットワーク 

ステーション間距離/ 

ネットワーク経路長※ 

1000 BASE - T : 最大約200 m /ステーション間 

100 BASE - TX : 最大約200 m /ステーション間 

1 0 BASE - T : 最大約500 m /ステーション間 
最大1 00 m /セグメント 

メディアアクセス制御方式 

CSMA/CD 方式 


※：リピータの台数など、条件によって異なります。 
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Ill 導入時の留意事項 


Windows Vista を利用する場合 


Windows Vista をご利用の際は、次の点にご留意ください。 
1. システムフォントは JIS 2004対応 


Windows Vista ではシステムフォントおよび IME (かな漢字変換モジュール）が 
JIS 2004 (JIS X 0213:2004) 対応となります。 JIS 2004 では Windows XP で採用してい 
る JIS90(JIS X 0208:1990) に比べて文字数が拡張されており、かつ ft 部文字の字体が 
変更されております。そのため、従来の JIS90 環境と混在した場合、拡張された文字が 
表示/印刷されなかったり、字体が変わって表示/印刷されたりする場合があります。 
Windows Vista で JIS90 環境を使用するためには、マイクロソフト社より提供される 
JIS90 互換フォント* 2 を適用し、かつ IME (かな漢字変換モジュール）の設定により変 
換候補の文字を JIS90 の範囲に絞り込む必要があります。 

JIS90 互換フォントの入手方法については、 Windows Vista 情報ポータルサイト（下記） 
にてご紹介しております。 

* 1 : Windows XP でも提供されていた 「 MS 明朝 」、 「MS P 明朝」、 「 MS ゴシック 」、 「MS P ゴシック」、 
「MS Ul Gothic 」 の 5 書体に加え 、 Windows Vista より新規追加された 「メイリオ」。 

*2: 「メイリオ」については JIS 90 互換フォントは提供されません。 

2. 通信設定は IPv6 


Windows Vista では通信プロトコルの標準設定は IPv6 となっており、 IPv6 で通信でき 
な I ゝ場合には従来の IPv4 で通信を行う仕様になっております。そのため、工場出荷時 
のまま IPv4 しか対応して いない ネッ トワーク 環境でご利用になる場合、動作が遅くな 
る場合があります。 

Windows Vista にはネットワーク設定で IPv6 を無効化する機能が用意されておりま 
す。ご利用にあたっては、十分な評価を行うことをおすすめします。 

設定方法については、 Windows Vista 情報ポータルサイト（下記)でご紹介しております。 


< NEC ビジネス PC 向け Windows Vista 情報ポータルサイト〉 
http://www.nec.co.jp/bpc/vista/ 


Internet Explorer 7 を利用する場合の注意 


Internet Explorer 7 では従来の Internet Explorer 6 (以下 IE6) に比べてタブブラウザ 
方式の採用や表示仕様の一部が変更されているため、 Web サイトによっては正しく表 
示できな t ゝ場合があります。また、セキュリティ機能の強化に伴い、従来の IE6 とは一 
部動作が変わる場合もありますので、業務システムなどでご利用になる場合はご注意 
ください。 
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ご注意 


⑴本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

⑶本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気付 
きのことがありましたら、ご購入元、または NEC 121コンタクトセンターへご連絡ください。落丁、乱丁 
本はお取り替えいたします。 

⑷当社では、本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、 （3) 項にかかわらずいか 
なる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

(5) 本装置は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器など、人命に関わる設備や機器、 
および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等の使用は意図されておりませ 
ん。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人身事故、財産損害などが生じても、当 
社はいかなる責任も負いかねます。 

(6) 海外 NEC では、本製品の保守•修理対応をしておりませんので、ご承知ください。 

(7) 本機の内蔵ハードデイスクにインストールされている Windows Vista、Windows XP および本機に添付 
の CD-ROM、DVD-ROM は、本機のみでご使用ください。 

⑻ソフトウェアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、著作権の 
侵害となります。 

(9) ハードウェアの保守情報をセーブしています。 

(10) 本書に記載されている内容は、このマニュアルの制作時点のものです。お問い合わせ先の窓口、住所、電 
話番号、ホームページの内容やアドレスなどが変更されている場合があります。あらかじめご了承くだ 
さい。 


Microsoft、Windows、Windows Vista、Internet Explorer および PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

Windows の正式名称は、 Microsoft Windows Operating System です。 

インテル、 Intel、Celeron、 インテル Core および Pentium はアメリカ合衆国およびその他の国におけるインテ 
ルコーポレーションまたはその子会社の商標または登録商標です。 

PS/2 は、旧 M 社が所有している商標です。 

Corel、lnterVideo、WinDVD は Corel Corporation およびその関連会社の商標または登録商標です。 

©2009 Corel Corporation. All Rights Reserved. 

Adobe、 および Reader は合衆国およびその他の国における Adobe Systems Incorporated の商標または登録 
商標です。 

Roxio Creator、 および BackOnTrack は、米国 Sonic Solutions 社の商標または登録商標です。 

TRENDMICRO、 およびウイルスバスターはトレンドマイクロ株式会社の登録商標です。 

Standby Rescue Multi は、株式会社ネットジャパンの商標です。 

NVIDIA、nVIDIA ロゴ、 GeForce は、 NVIDIA Corporation の商標または登録商標です。 

Phoenix は、 Phoenix Technologies Ltd •の登録商標です0 
「 FeliCaJ は、ソニー株式会社の登録商標です。 

「 FeliCaJ は、ソニー株式会社が開発した非接触 1C カードの技術方式です。 

「Edy」 は、ビットワレット株式会社が管理するプリペイド型電子マネーサービスのブランドです。 

は、フェリカネットワークス株式会社の登録商標です。 

「 ATOK」 は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

DeviceProtector、SecureRedirector および RyFolder は NEC パーソナルプロダクツ株式会社の登録商標です0 
その他、本マニュアルに記載されている会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 


* 初版2009年5月 

©NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd. 2009 

日本電気株式会社、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製•改変などを行うことはできません。 
853-810602-336-A 
Printed in Japan 


このマニュアルは再生紙を使用しています。 
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